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持
ち

（関連記事 P １３）
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問　財 政 課　☎７９２－９２０５

　　企画政策課　☎７９２－１４２５

次の１０年へ◆平成２７年度予算・事業特集

予算説明記者会見で平成２７年度の予算

と重点施策について述べる大平市長

人口減少問題への対策
人口問題対策計画策定事業　　　　　  ９１万円
新規起業支援事業　　　　　　      　2 ００万円
企業誘致対策事業　　　　　　　２，４００万円
農業者育成支援事業　　　　　　　  ４２０万円
田舎暮らし体験事業　　　　　　１，６４６万円
体験型観光推進事業　　　　　　１，５００万円
うおぬま出会いサポート事業　　　  ３００万円
不妊治療費助成事業　　　　　　　  ２７５万円
子ども医療費助成事業　　　　　８，５４０万円
学級づくり支援事業　　　　　　  　４３０万円

平成２７年度予算   施策の柱

地域資源を活用した産業おこし

食でつながる元気なまちづくり推進事業   ３５０万円
地産地消推進事業　　　　　　　　  １５０万円
学校給食支援事業　　　　　　　　  ６４０万円
木質バイオマス発電支援事業　　     ３００万円
地元産材木材利活用モデル事業　　  ８００万円
峠のふるさと広場等再整備事業　１，２１０万円

第一次総合計画の総仕上げ
新病院整備事業（病院事業会計）　  　
　　　　　　　　　　　　　  １３億７４０万円
新病院開院準備支援事業　　　　　 　    ２億円
コミュニティ FM 緊急告知ラジオ整備事業　 　　　
                                               １億６，０７０万円
斎場建設事業　　　　　　　　  ８億３８０万円
井口小学校建設事業　　    ２３億９，００６万円
小学校施設整備事業                 　 １，２００万円
中学校施設整備事業　　　    １億５，２７３万円
公立保育園等整備事業　　　４億５，１７０万円
放課後児童クラブ再編事業　       ６，６２８万円

将来に向けたまちづくりの推進
総合計画策定事業　　　　　　　　  ９９９万円
公共施設等総合管理計画策定事業　  ９５３万円
庁舎再編整備事業　　　　　　　　  ４９７万円
住民基本台帳事業　　　　　　　１，８２６万円
地域との絆推進事業　　　　　　３，８５０万円
コミュニティ活動支援事業　　　１，９９０万円
生活困窮者自立支援事業　　　　１，５８８万円
文化振興事業　　　　　　　　　　  ４１５万円
新ごみ処理施設建設にかかる負担金      １７０万円
し尿・浄化槽汚泥下水道施設建設事業　
　　　　　　　　　　　　　       ２，１６２万円

市
長
所
信
表
明
（
抜
粋
）

　

平
成

２７
年
度
は
、
第
一
次
魚
沼
市
総
合
計
画

の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
第
一
次
総
合
計
画

の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
ま
た
、
平
成

２８
年
度
か

ら
始
ま
る
第
二
次
魚
沼
市
総
合
計
画
を
見
据
え

て
、
施
策
の
柱
を
次
の
四
点
と
し
、
市
政
運
営

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
点
目
は
『
人
口
減
少
問
題
へ
の
対
策
』

二
点
目
は
『
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
業
お
こ

し
』

三
点
目
は
『
第
一
次
総
合
計
画
の
総
仕
上
げ
』

四
点
目
は
『
将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
』
の
四
点
で
あ
り
ま
す
。

　
「
人
口
減
少
問
題
へ
の
対
策
」
と
し
て
、
ま
ず

は
、
魚
沼
市
と
し
て
の
総
合
戦
略
を
構
築
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
当
面
す
る
人
口
減
少

対
策
と
し
て
は
、
雇
用
の
創
出
及
び
働
く
場
の

確
保
と
あ
わ
せ
て
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
対
策

全
体
の
流
れ
と
し
て
は
、「
結
婚・出
産・子
育
て
」

か
ら「
教
育
」へ
と
、切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
を
活
性
化
さ
せ
、「
働
く
場
を
確
保
」

す
る
に
は
、
地
元
産
業
の
育
成
と
と
も
に
、
新

た
な
起
業
や
企
業
進
出
を
支
援
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
魚
沼
の
豊
か
な
資
源
や

素
材
を
利
活
用
し
、
付
加
価
値
を
高
め
よ
う
と
す

る
企
業
を
従
来
に
も
増
し
て
様
々
な
場
面
で
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、「
食
で
つ
な

が
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
健
康
づ
く

り
や
食
育
の
推
進
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
か
ら

産
業
振
興
ま
で
「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
裾

野
を
広
げ
た
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
や
雪
冷
熱
な
ど
の
自

然
資
源
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
新

た
な
産
業
の
創
出
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」、「
安
心
し

て
住
め
る
生
活
環
境
の
整
備
」、「
安
全
安
心
な
教

育
環
境
の
整
備
」、「
子
ど
も
子
育
て
支
援
」
な
ど

に
つ
い
て
は
、
第
一
次
総
合
計
画
の
総
仕
上
げ
と

し
て
引
き
続
き
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成

２８
年
度
か
ら
始
ま
る
第
二
次
総
合

計
画
の
計
画
期
間
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

の
行
政
運
営
と
な
り
ま
す
の
で
、
山
積
す
る
行
政

課
題
に
つ
い
て
は
、「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
本
市
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
人

口
減
少
問
題
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
市
民
の

皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成２７年度予算

地方譲与税　   　　　    2 億 100 万円
利子割交付金　　　　　   　800 万円
配当割交付金　　　　　    1,200 万円
株式等譲渡所得割交付金    1,000 万円
ゴルフ場利用税交付金　       800 万円
地方消費税交付金　    4 億 7,000 万円
自動車取得税交付金　   　 3,100 万円
地方特例交付金　　　　    1,200 万円
交通安全対策特別交付金       450 万円

※内訳①　地方譲与税等　
                                      7 億 5,650 万円

財産収入　　     6,461 万円
寄附金　　        4,800 万円

※内訳②　財産収入等　
                       1 億 1,261 万円

歳入・歳出ともに、円グラフ内の「％」は、構成比を表します。

　

井
口
小
学
校
建
設
事
業
等
に
よ
り
、
教
育

費
が
対
前
年
度
比

５６
・
６
％
増
の

４３
億
４
，

６
４
０
万
円
、
斎
場
建
設
事
業
や
新
病
院
開

院
準
備
支
援
補
助
の
増
加
等
に
よ
り
、
衛
生

費
が
対
前
年
度
比

１６
・
３
％
増
の

３３
億
７
，

５
０
０
万
円
と
な
り
、
大
幅
な
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
税
で
は
、
個
人
市
民
税
は
均
等
割
人
数

等
に
大
き
な
変
動
は
な
い
も
の
の
若
干
の
減

収
、
固
定
資
産
税
は
工
場
誘
致
条
例
免
除
分

満
了
に
よ
る
増
収
を
見
込
み
、
市
税
全
体
で

対
前
年
度
比

０．１
％
減
の

４０
億
４
，
７
３
０
万

円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
の

逓
減
措
置
が
開
始
さ
れ
る
年
度
と
な
り
ま
す

が
、
国
の
示
し
た
「
交
付
税
算
定
方
法
」
の

見
直
し
に
よ
る
復
元
額
を
考
慮
し
、
対
前
年

度
比

１．７
％
減
の
１
１
９
億
円
を
見
込
み
ま
し

た
。

　

一
方
、
国
庫
支
出
金
は
学
校
施
設
環
境
改

善
交
付
金
等
に
よ
り
対
前
年
度
比

８．８
％
増
の

２０
億
２
，
４
２
９
万
円
、
市
債
に
つ
い
て
は
、

井
口
小
学
校
等
の
建
設
事
業
の
財
源
と
し
て

借
り
入
れ
る
た
め
、
対
前
年
度
比

７６
・
１
％
増

の
５０
億
９
，
６
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予算総額は４９９  億５，７８０万円

　

一
般
会
計
予
算
は
、
井
口
小
学
校
、
斎
場
、

す
も
ん
こ
ど
も
園
な
ど
の
大
型
建
設
事
業
や
各

種
重
点
施
策
関
連
予
算
に
よ
り
２
９
７
億
６
，

０
０
０
万
円
、
対
前
年
度
比

９．８
％
（

２６
億
６
，

０
０
０
万
円
）
増
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
公

営
企
業
会
計
４
事
業
の
予
算
総
額
は
、
新
病
院

新
築
棟
の
竣
工
や
堀
之
内
病
院
事
業
の
指
定

管
理
委
託
な
ど
に
よ
り

９２
億
５
，
７
８
０
万
円
、

対
前
年
度
比

２４
・
７
％（

３０
億
４
，０
８
０
万
円
）

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
特
別
会
計
を
含
め
、
魚
沼
市
会

計
の
予
算
総
額
は
４
９
９
億
５
，
７
８
０
万
円
、

対
前
年
度
比

０．４
％
（
１
億
８
，
２
２
０
万
円
）

増
と
な
り
ま
し
た
。

次の１０年へ◆平成２７年度予算・事業特集

会計名 平成 26 年度末
現在高見込額

平成 27 年度末
現在高見込額

一般会計 314 億 9,037 万円 335 億 6,627 万円
病院事業会計   16 億 1,414 万円   23 億 4,299 万円
ガス事業会計     4 億 9,716 万円     4 億 3,416 万円
水道事業会計   31 億 7,184 万円   32 億 7,025 万円

下水道事業会計 146 億    152 万円 133 億 5,512 万円
計 513 億 7,503 万円 529 億 6,879 万円

歳
出
予
算
概
要

基金名 平成 26 年度末
現在高見込額

平成 27 年度末
現在高見込額

財政調整基金 45 億 9,170 万円 54 億 8,468 万円
減債基金 2 億      71 万円 2 億      76 万円

地域振興基金     43 億    221 万円     43 億   221 万円

公共施設整備等基金   15 億    399 万円 12 億 2,723 万円
その他特定目的基金 15 億 8,247 万円 17 億    898 万円

奨学基金 6 億 1,200 万円 6 億 1,200 万円
医師等奨学基金 1 億                円 1 億                円

国民健康保険給付等準備基金 9,347 万円 4,850 万円
介護保険給付等準備基金 7,581 万円 1 億 3,624 万円

計 130 億 6,236 万円 138 億 2,060 万円

　

ま
た
、
す
も
ん
こ
ど
も
園
建
設
や
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
加
等

に
よ
り
、
民
生
費
が
対
前
年
度
比

７．５
％
増
の

７１
億
６
，
０
０
０
万
円
と
な
り
、
こ
ち
ら
も

大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■■市債の状況

■■基金の状況

歳
入
予
算
概
要

平
成

２７
年
度
予
算
概
要

（一般会計予算総額は    ２９７億６，０００万円）

一般会計

歳入 地方交付税　
40.0％　
119 億円

市債　17.1％　
50 億 9,620 万円

国庫支出金 6.8％
20 億 2,429 万円

県支出金   5.3％
15 億 6,119 万円

依
存
財
源

地方譲与税等  2.5％
7 億 5,650 万円（※内訳①）

財産収入等　　      0.4％
1 億 1,261 万円（※内訳②）

分担金及び負担金  0.7％
2 億 972 万円

繰越金  　　　1.0％
3 億円

使用料及び手数料  1.6％
4 億 7,486 万円

市税 　     13.6％
40 億 4,730 万円

繰入金  　　　3.0％
8 億 9,857 万円

諸収入  　  　   8.0％
23 億 7,876 万円

自主
財

源

71.7％

28.3％

２97億

一般会計

歳出

民生費 24.1％
71 億 6,000 万円

土木費 12.8％
38 億 1,490 万円

公債費 11.4％
33 億 9,650 万円

衛生費 11.3％
33 億 7,500 万円

教育費 14.6％
43 億 4,640 万円

総務費　7.5％
22 億 2,130 万円

諸支出金   5.6％
16 億 5,840 万円

消防費   4.4％
13 億 2,460 万円

農林水産業費 4.4％
13 億 1,380 万円

商工費　2.8％
8 億 4,730 万円

議会費　0.7％
1 億 9,590 万円

予備費 0.1％
3,000 万円

労働費 0.3％
7,590 万円

２97億
６，０００万円６，０００万円
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会計区分 平成 27 年度
当初予算額

平成 26 年度
当初予算額 増減額 増減率

　一　般　会　計 297 億 6,000 万円 271 億円 26 億 6,000 万円 9.8％
　特　別　会　計 109 億 4,000 万円 103 億 7,700 万円 5 億 6,300 万円 5.4％

国民健康保険
事業勘定 46 億 7,700 万円 42 億 4,000 万円 4 億 3,700 万円 10.3％
直営診療所施設勘定 1 億 7,200 万円 1 億 9,500 万円 △ 2,300 万円 △ 11.8％

後期高齢者医療 7 億 7,200 万円 7 億 8,300 万円 △ 1,100 万円 △ 1.4％

介護保険 44 億 6,500 万円 42 億 8,700 万円 1 億 7,800 万円 4.2％

診療所 4,700 万円 6,500 万円 △ 1,800 万円 △ 27.7％

工業団地造成事業 8 億　700 万円 8 億　700 万円

　企　業　会　計 92 億 5,780 万円 122 億 9,860 万円 △ 30 億 4,080 万円 △ 24.7％
病院事業 18 億 5,380 万円 46 億 5,060 万円 27 億 9,680 万円 △ 60.1％

ガス事業 15 億 2,900 万円 16 億 4,300 万円 △ 1 億 1,400 万円 △ 6.9％

水道事業 15 億 2,400 万円 14 億 8,600 万円 3,800 万円 2.6％
下水道事業 43 億 5,100 万円 45 億 1,900 万円 △ 1 億 6,800 万円 △ 3.7％

計 499 億 5,780 万円 497 億 7,560 万円 1 億 8,220 万円 0.4％

■■会計別予算総額 ※企業会計の予算総額は、収益的支出及び資本的支出の合計額です。
（△はマイナスを表します）

平成２７年度の一般会計
予算は市民一人あたり…

765,471 円
の予算となります。

住民基本台帳人口：38,878 人

（H27.1.31 現在 )

道路橋りょう、河川、
水路、公園、市営住宅
などに要する経費

土木費　98,125 円

学校、幼稚園などの施
設整備や教育内容の充
実に要する経費

教育費   111,796 円

消防、救急業務や防災
に要する経費

消防費　34,071 円

市が借入れた地方債の
元利償還金額

公債費　87,363 円

管理事務、戸籍、徴税、
選挙、人事、広報発行
に要する経費

総務費　57,135 円

農業委員会、農業振興、
土地改良事業などに要す
る経費

農林水産業費 33,793 円

健康で衛生的な生活環境
を保持するための経費

衛生費　86,810 円

基金への積立などに要
する経費

諸支出金  42,656円

商工業、観光の振興に
要する経費

商工費　21,794 円

安定した社会生活を保
障するための経費

民生費　184,166 円

労働関係経費、議会活
動などに要する経費

その他　7,762 円

次の１０年へ◆平成２７年度予算・事業特集

　今号では、堀之内病院、守門診療所、入広瀬診療所

の診療体制（診療日・担当医師）をご紹介いたします。

問    地域医療対策室　☎７９２－１４３６
　　魚沼市医療公社　☎７９３－７３４８

※次回は市立小出病院の診療体制などについて紹介する予定です。

　この 4 月に堀之内病院の運営は「魚沼市」から「魚沼市医
療公社」に変わりました。6 月開院予定の新小出病院、魚沼基
幹病院と機能を分担するため、一般病棟を閉鎖するなど規模を
縮小いたしますが、顔なじみの職員・スタッフばかりですので、
安心してお越しください。
　これまでどおりお互いに顔のわかる身近な医療を提供し、市
民の皆様に信頼され、安心して医療を受けることができる病院
として一層努力いたします。

永
瀬
敏
明
院
長
か
ら
の

　
　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ 市立堀之内病院長

院長　永瀬　敏明

※木曜日の福山へき地出張診療所は隔週となります。

堀
之
内
病
院

守
門
診
療
所

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内　科 午　前 永瀬医師 島野医師 永瀬医師 林医師 永瀬医師

訪問診療 午　後 ※永瀬医師 島野医師 ※永瀬医師 林医師
※永瀬医師 ※永瀬医師

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

外　来 午　前 寺田医師 寺田医師 休診 寺田医師 寺田医師

訪問診療 午　後 寺田医師 寺田医師 寺田医師 寺田医師

福山へき地

出張診療所
午　後 井口医師

（隔週）

入
広
瀬
診
療
所

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

外　来 午　前 五十嵐医師 五十嵐医師 寺田医師 島野医師
（第２・４） 休診

訪問診療 午　後 黒川医師
（隔週）

※木曜日の外来は第２・４が診療日になります。
※火曜日の訪問診療は隔週となりますが、変更
　となる場合があります。

市立堀之内病院・守門診療所
入広瀬診療所の診療体制

☎
７
９
６
・
２
３
２
０

☎
７
９
７
・
２
０
６
２

☎
７
９
４
・
２
４
５
０

※永瀬医師の訪問診療は日程調整することがあります。
※かかりつけ患者の容体悪化時などには、午後も外来診療いたします。
※リハビリは継続して実施します。
※訪問リハビリは患者によって事業所が変わりますので、担当からお知らせします。
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市
民
説
明
会
報
告

　

２
月
９
日
か
ら

１８
日
に
か
け
て
、
市
内
６

か
所
（
堀
之
内
・
小
出
・
湯
之
谷
・
広
神
・

守
門
・
入
広
瀬
の
各
会
場
）
で
魚
沼
市
庁
舎

再
編
基
本
構
想
（
案
）
の
説
明
会
を
行
い
ま

し
た
。
延
べ
２
１
７
人
の
参
加
が
あ
り
、
数

多
く
の
貴
重
な
意
見
等
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

堀之内会場の説明会の様子

●市政について
　・人口減少、少子高齢化対策との関係について。　　　　　・普通建設事業の伸びと公債費との関係について。
　 ・地方交付税の逓減と新市建設計画延長との関係について。　・第二次総合計画市民アンケート結果との関係について。
　 ・庁舎建設市民検討委員会の設置について。
●建設エリアについて
　・車社会であり、市街地周辺に特定せず、郊外でもよい。　・利便性を踏まえ、本構想案で示されたエリアが妥当と思う。
　 ・市街地周辺には構想に記した２万平方メートル程度の一団の土地はあるか。
●財政状況と起債（合併特例債）について
　・合併特例債と言っても借金であり、今後の財政見通しを明らかにしてほしい。
　・ハコモノの投資はある程度必要であるが、その使い方を間違えないでほしい。
●庁舎機能、規模の想定について
　  ・庁舎の一本化によって不都合な市民が顕在化する可能性があるが、そうした不安をどのようにフォローし、解消するか。
　   ・行政のワンストップサービスだけではなく、もっと広い意味で市民サービス向上や利便性の向上につながる取組を検討してほしい。
　 ・新庁舎はまちづくりの核であり、複合的な機能を考えてほしい。　　・防災センターを備えた庁舎が求められる。
●経費、コストについて
　・市庁舎建設に要する総事業費は、いつ頃示されるか。　・建設事業費を具体的に明示しないと判断できない。
　 ・新庁舎建設の最大の関心事は、位置と建設費にある。本庁舎は市のシンボルとして相応しい建物にしてほしい。
●支所又は出張所について
　 ・本庁舎から離れる地域には、支所機能を充実してほしい。　・支所等の位置づけはどうなるか。　

寄せられた質問・意見（抜粋）

※意見・質問は紙面の都合上、一部を抜粋し掲載しています。

問　企画政策課　☎７９２－１４２５

皆さんの声を
　聞かせてください。

期
４
月

２３
日
㈭
ま
で

◦
構
想
（
案
）
の
公
表
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
企
画
政
策
室
、
各
市

民
セ
ン
タ
ー
、
北
部
振
興
事
務
所
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

◦
意
見
の
提
出
方
法

　

所
定
の
用
紙
（
任
意
で
も
可
）
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
意
見
を
記
入
し
、
企
画

政
策
室
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
北
部
振
興
事

務
所
の
い
ず
れ
か
に
持
参
す
る
か
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
匿
名
の
も
の
ま
た
は
基
本
構
想
案
に
関

す
る
意
見
以
外
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

◦
提
出
先

〒
９
４
６
︲
８
５
０
１
大
沢
２
１
３
番
地
１

（
湯
之
谷
庁
舎
）
企
画
政
策
室

℻
７
９
３
・
１
０
１
６

Ｍkikaku@
city.uonum

a.niigata.jp

　

こ
の
構
想
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
市
民
の
皆
様
か
ら

広
く
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

魚沼市庁舎再編基本構想（案）について

　

魚
沼
市
は
、
合
併
か
ら
分
庁
舎
方
式
で
の

行
政
運
営
を
し
て
お
り
、
庁
舎
の
大
部
分
は

老
朽
化
が
進
み
、
今
後
、
修
繕
費
や
改
修
費

が
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
を
は
じ
め
数
々
の
災
害
が
発
生
す
る

中
で
、
庁
舎
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
重
要
性

が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
庁
舎
機

能
で
は
災
害
対
策
の
司
令
塔
と
し
て
の
設

備
・
機
能
・
規
模
が
不
十
分
で
す
。

　

さ
ら
に
、市
民
サ
ー
ビ
ス
面
に
お
い
て
は
、

庁
舎
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
用
件

に
よ
っ
て
は
庁
舎
間
を
移
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
や
、
自
家
用
車
以
外
で
は
不
便

で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
行
政
運
営
面
に
お

い
て
も
、
意
思
形
成
や
事
務
処
理
手
続
き
に

時
間
的
ロ
ス
が
あ
る
こ
と
な
ど
問
題
点
が
生

じ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
政
改
革
や
財
政
の

健
全
化
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
合
併
か
ら

１０
年
が
経
ち
、
行
政

改
革
が
一
定
程
度
進
展
し
た
こ
と
、
財
政
指

標
の
改
善
が
図
ら
れ
た
こ
と
、
教
育
環
境
や

子
育
て
環
境
の
整
備
等
に
つ
い
て
も
、
一
定

の
道
筋
が
つ
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
改
め
て

分
庁
舎
方
式
の
早
期
解
消
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
地
方
自
治
体
の
負
担
の
少

な
い
起
債
で
あ
る
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限

基
本
構
想
（
案
）
策
定
の
背
景

が
、
平
成
３１
年
度
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

過
去
に
は
、
現
庁
舎
の
利
用
に
よ
る
分
庁

舎
の
集
約
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
結
果
的
に

実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

庁
舎
問
題
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
す

が
、
地
方
自
治
法
の
本
旨
に
の
っ
と
り
、
住

民
自
治
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
に
、
市
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
く
、
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
、
地
域
防
災
の
拠
点

や
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
く
新
た
な
庁
舎
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、魚
沼
市
庁
舎
再
編
基
本
構
想
（
案
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

魚
沼
市
の
将
来
に
関
わ
る
重
要
な
課
題
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

関越自動車道

小 出 駅

消防庁舎
破 間 川

魚 野 川

佐 梨 川

小出庁舎

新庁舎建設候補地について　

　地方自治法は地方公共団体の組織及び運営に関する事項の大綱を定め
た法律であり、その第 4 条第 2 項には「事務所の位置を定め又はこれ
を変更するにあたっては、住民の利用に最も便利であるように、交通の
事情、他の官公署との関係等について適当な考慮を払わなければならな
い。」と規定されています。基本構想（案）では、本市における分庁舎
方式を解消し、庁舎の集約を図るため、様々な観点より検討した結果、
事務所（本庁舎）の位置は、その立地環境などから小出市街地の「周辺
エリア」（上記図）が最も利便性に優れていると判断しました。このエ
リア内に新庁舎の建設地を選定することとしています。

Ｒ－１７

Ｒ－３５２
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広報リニューアル 広報リニューアル

■もっと便利に
• スマートフォンやタブレットでもサイト閲覧ができます。

• 行政にありがちな複数の分野にまたがる情報を閲覧し

やすくしました。

• マップ機能を搭載し、地図案内を見やすくしました。

• 大規模災害時は、災害情報に特化した「緊急モード」

で集中アクセスに対処します。

■もっとやさしく
• ７つのグローバルナビゲーションで分野を明確に。

• 訪問者を市民・事業者・観光者に大別し、入り口をわ

かりやすくしました。

• 「ライフイベント」に市民が必要とする情報を集約。２

クリックで目的の情報へ。

• ふりがな機能、音声読み上げ機能などウェブアクセシ

ビリティに配慮しました。

■もっとワクワク
• 大型のキービジュアルを配置することで、旬のイベン

ト情報や話題を提供。

• 専用ボタンで、市が力を入れている事業や市の魅力をア

ピール。

• 人口減少問題に対応するためのボタンを中央に配置。

■「i 広報紙」とは
• 「市報うおぬま」の発行日にあわせて最新号のお知らせを自動

でスマートフォンやタブレット端末にお届けします。

• 紙面をスクラップ（切り抜き）して保存できるほか、メール

に添付したり、SNS サービスに投稿したりできます。

「広報」をてのひらに

スマートフォン無料アプリ「i 広報紙」で
「市報うおぬま」を配信

※「i 広報紙」は、広告代理店の株式会社ホープ（福岡県中央区）が作成したものです。

　アプリ閲覧中に表示される広告の内容については、市は一切責任を持ちません。

※アプリの取得は無料ですが、アプリのダウンロードなどにかかる通信費は別途発

　生します。

公式ウェブサイトをリニューアル

広報フェイスブックはじめました

問秘書広報室☎７９２－１４９４

　アプリ（無料）は、ＱＲコードをスキャンして、
アップルストアまたはグーグルプレイからダウ
ンロードしてください。ほかにも市公式ウェブ
サイトからもダウンロードできます。

公式ウェブサイト
http://www.city.uonuma.
niigata.jp/　「魚沼市」で検索

魚沼市広報フェイスブック
https://www.facebook.
com/uonumacity 公式サイト内のバナー

　魚沼市の広報マンが、魚沼の今をあなたに届けます。取

材現場からタイムリーな情報をお届けできるように頑張り

ます。みなさん「いいね！」ボタンを押してくださいね。

　市外の人や、広報紙を読まなかった年代の人、仕事で忙しい人

などが、気軽に「市報うおぬま」を読めるサービスです。

便利さとワクワクをあなたに
問秘書広報室☎７９２－１４９４
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課
名
等

職
名

氏
名

前
年
度
所
属
・
職
名

総
務
課

課
長

小
幡　

誠
（
総
務
課
長
）

総
務
管
理
室
長

桑
原
和
義
（
商
工
振
興
室
副
参
事
）

秘
書
広
報
室
長

児
玉
節
子
（
秘
書
広
報
室
長
）

危
機
管
理
室
長

柳
沢
武
士
（
危
機
管
理
室
長
）

派
遣
（
魚
沼
学
園
）
園
長

山
田
弘
行
（
介
護
福
祉
室
長
）

企
画
政
策
課
課
長

酒
井　

修
（
企
画
政
策
課
長
）

企
画
政
策
室
長

森
山
徳
裕
（
企
画
政
策
室
長
）

ま
ち
づ
く
り
室
長

小
峯
要
一
（
総
務
管
理
室
副
参
事
）

財
政
課

課
長

角
家
一
郎
（
財
政
課
長
）

財
政
室
長

堀
沢　

淳
（
財
政
室
長
）

税
務
課

課
長

桜
井
芳
典
（
業
務
課
長
）

管
理
収
納
室
長
仲
丸
真
貴
子
（
湯
之
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
長
）

税
務
室
長

山
田
順
子
（
税
務
室
長
）

市
民
課

課
長

佐
藤
吉
晴
（
建
設
室
長
）

市
民
生
活
室
長

山
内　

壮
（
市
民
生
活
室
長
）

小
出
市
民
セ
ン
タ
ー
長
（
山
内　

壮
）（　
　

〃　
　

）

堀
之
内
市
民
セ
ン
タ
ー
長

椿　

丈
夫
（
環
境
対
策
室
長
）

広
神
市
民
セ
ン
タ
ー
長

佐
藤
利
明
（
税
務
課
長
）

職員人事配置
平成２７年度　魚沼市

 

施
設
長
級
以
上
職
員
（
４
月
１
日
付
）

 

新
採
用
職
員
（
４
月
１
日
付
）

所
属

職
名

氏
名

企
画
政
策
課
ま
ち
づ
く
り
室

主
事

山
田　

晶

福
祉
課
厚
生
室

主
事

横
山
航
大

健
康
課
健
康
増
進
室

保
健
師

山
本
拓
矢

健
康
課
健
康
増
進
室

主
事

湯
本
遼
平

農
林
課
農
政
室

主
事

目
黒
朗
子

土
木
課
建
設
室

技
師

小
林
寛
樹

土
木
課
都
市
整
備
室

主
事

佐
藤
知
宏

ガ
ス
水
道
局
施
設
課

主
事

湯
本
恭
平

教
育
委
員
会

指
導
主
事

小
川　

司

子
ど
も
課
堀
之
内
な
か
よ
し
保
育
園

保
育
士

佐
藤
沙
織

子
ど
も
課
佐
梨
保
育
園

保
育
士

磯
部
は
る
な

子
ど
も
課
つ
く
し
保
育
園

保
育
士

桑
原
祐
己

子
ど
も
課
ふ
た
ば
西
保
育
園

保
育
士

橘
い
ず
み

子
ど
も
課
ふ
た
ば
東
保
育
園

保
育
士

駒
形
佳
子

消
防
本
部
警
防
課

消
防
士

大
平
将
司

消
防
本
部
警
防
課

消
防
士

佐
藤
遼
太

消
防
本
部
警
防
課

消
防
士

山
田
大
介

所
属

職
名

氏
名

税
務
課

課 

長

佐
藤
利
明

税
務
課
税
務
室

主 

任 

星
野　

亨

市
民
課
市
民
生
活
室

副
参
事

渡
邉
孝
義

北
部
振
興
事
務
所

所
長

青
山
春
彦

北
部
振
興
事
務
所

次 

長

佐
藤
智
也

健
康
課
健
康
増
進
室

室 

長

佐
藤
洋
子

環
境
課
廃
棄
物
対
策
室

副
参
事

今
井
邦
夫

農
林
課
農
林
室

主 

事

小
林
亮
平

土
木
課
建
設
室

主 

任

松
井
功
雄

会
計
課

会
計
管
理
者(

課
長)

渡
辺
賢
一

病
院
局
堀
之
内
病
院

総
看
護
師
長

磯
部
靖
子

病
院
局
堀
之
内
病
院

主
任
看
護
師　
　
　

角
屋
真
由
美

病
院
局
堀
之
内
病
院

看
護
師

尾
山
ゆ
か
り

病
院
局
堀
之
内
病
院

看
護
師

山
田
里
子

病
院
局
堀
之
内
病
院

看
護
師

髙
橋
千
恵

病
院
局
堀
之
内
病
院

看
護
師

篠
田
恵
子

病
院
局
堀
之
内
病
院

看
護
師

涌
井
葉
子

病
院
局
堀
之
内
病
院

主
任
看
護
助
手　
　

滝
沢
幸
子

病
院
局
守
門
診
療
所

診
療
所
長

寺
田
治
男

ガ
ス
水
道
局
施
設
課

副
参
事

佐
藤　

暢

広
神
西
小
学
校

主
任
庁
務
員

山
本
清
一

守
門
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

主
任
調
理
師

高
橋
誠
子

子
ど
も
課
伊
米
ヶ
崎
保
育
園

園 

長

佐
藤
圭
子

子
ど
も
課
つ
く
し
保
育
園

保
育
士

松
田
勇
太

子
ど
も
課
ひ
か
り
保
育
園

園 

長 

桜
井
洋
子

子
ど
も
課
ふ
た
ば
西
保
育
園

主
任
調
理
師

小
島
祐
子

子
ど
も
課
ふ
た
ば
西
保
育
園

園 

長

滝
沢
み
ち
子

生
涯
学
習
課

課 

長

八
海
昭
夫

学
校
教
育
課　

参 

事 

関
原
一
成

 

退
職
者
（
３
月
３１
日
付
）

文
化
振
興
室
長

猪
又　

孝
（
文
化
振
興
室
長
）

北
部
振
興
事
務
所

所
長

青
木　

進
（
商
工
観
光
課
長
）

次
長

星　

敏
夫
（
ま
ち
づ
く
り
室
副
参
事
）

伊
米
ヶ
崎
保
育
園
長
丸
山
久
美
子
（
伊
米
ヶ
崎
保
育
園
副
園
長
）

つ
く
し
保
育
園
長

星
野
陽
子
（
つ
く
し
保
育
園
長
）

ふ
た
ば
西
保
育
園
長

丹
羽
幸
代
（
ふ
た
ば
西
保
育
園
副
園
長
）

ふ
た
ば
東
保
育
園
長

佐
藤
久
美
子
（
ふ
た
ば
東
保
育
園
長
）

守
門
保
育
園
長
穴
沢
淑
江
（
守
門
保
育
園
長
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長

星　

裕
樹
（
健
康
増
進
室
副
参
事
）

消
防
本
部
消
防
長

椛
沢
一
史
（
消
防
長
）

消
防
次
長（
署
長
）
森
山
祥
一
（
消
防
次
長
（
署
長
））

消
防
総
務
課
長
山
之
内
勉
（
消
防
総
務
課
長
）

消
防
総
務
課
長
補
佐

星　

秀
喜
（
消
防
総
務
課
長
補
佐
）

予
防
課
長

佐
藤
忠
雄
（
予
防
課
長
）

予
防
課
長
補
佐
山
之
内
康
浩
（
予
防
課
長
補
佐
）

警
防
課
長

横
山
慶
一
（
警
防
課
長
）

警
防
課
長
補
佐
佐
藤
敏
夫
（
警
防
課
長
補
佐
）

地
域
防
災
課
長
星　

広
光
（
地
域
防
災
課
長
）

消
防
署
上
条
出
張
所
長
（
星　

広
光
）（
消
防
署
上
条
出
張
所
長
）

入
広
瀬
分
室
長
浅
井
宏
一
（
入
広
瀬
分
室
長
）

福
祉
課

課
長（
福
祉
事
務
所
長
）

青
木　

悟
（
福
祉
課
長
）

厚
生
室
長（
福
祉
事
務
所
次
長
）

中
村
由
美
子
（
厚
生
室
長
）

介
護
福
祉
室
長

大
島
良
一
（
堀
之
内
市
民
セ
ン
タ
ー
長
）

健
康
課

課
長

金
澤　

真
（
健
康
課
長
）

健
康
増
進
室
長

吉
田　

淳
（
健
康
増
進
室
副
参
事
）

地
域
医
療
対
策
室
長

佐
藤
竜
郎
（
新
病
院
対
策
室
長
）

派
遣
（
小
出
病
院
）
課
長

星　

政
晴
（
派
遣
（
医
療
公
社
））

環
境
課

課
長

真
島
重
之
（
環
境
課
長
）

環
境
対
策
室
長

羽
鳥
悠
治
（
都
市
整
備
室
長
）

廃
棄
物
対
策
室
長

井
口　

均
（
廃
棄
物
対
策
室
長
）

農
林
課

課
長

星　

正
人
（
農
林
課
長
）

農
政
室
長

渡
辺
和
雄
（
ま
ち
づ
く
り
室
長
）

農
林
室
長

椛
沢
伸
幸
（
農
林
室
長
）

商
工
観
光
課

課
長

大
渕
好
文
（
病
院
局
事
務
局
長
）

商
工
振
興
室
長

星　

喜
春
（
商
工
振
興
室
副
参
事
）

観
光
振
興
室
長

大
桃　

明
（
観
光
振
興
室
長
）

土
木
課

課
長

桜
井　

滋
（
土
木
課
長
）

建
設
室
長

佐
藤
卓
摩
（
観
光
振
興
室
副
参
事
）

都
市
整
備
室
長

小
幡　

直
（
都
市
整
備
室
副
参
事
）

議
会
事
務
局

事
務
局
長

小
幡
典
男
（
議
会
事
務
局
長
）

事
務
局
次
長

櫻
井
雅
人
（
総
務
管
理
室
長
）

監
査
委
員
事
務
局

事
務
局
長

桑
原
一
彦
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）

農
業
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長

山
本
健
一
（
農
業
委
員
事
務
局
長
）

会
計
課

会
計
管
理
者（
課
長
）
星
正
太
郎
（
市
民
課
長
）

病
院
局

事
務
局
長

（
廃
職
）

ガ
ス
水
道
局
局
長

滝
沢
直
行
（
ガ
ス
水
道
局
長
）

業
務
課
長

富
永
幸
敏
（
商
工
振
興
室
長
）

施
設
課
長

桜
井
幸
男
（
施
設
課
長
）

教
育
委
員
会
教
育
次
長

森
山
正
昭
（
教
育
次
長
）

学
校
教
育
課
長
小
林
雅
巳
（
学
校
教
育
課
長
）

生
涯
学
習
課
長
星
野　

隆
（
農
政
室
長
）

子
ど
も
課
長

高
橋
和
代
（
子
ど
も
課
長
）

守
門
幼
稚
園（
園
長
）（
穴
沢
淑
江
）（
守
門
幼
稚
園
長
）

入
広
瀬
幼
稚
園
長

田
村
節
子
（
入
広
瀬
幼
稚
園
長
）

堀
之
内
な
か
よ
し
保
育
園
長

新
島
明
美
（
堀
之
内
な
か
よ
し
保
育
園
長
）

※魚沼市職員配置表は、各市民センター及び北部振興事務所で
　ご覧いただけます。

市
役
所
の
組
織
（
一
部
）

       

を
変
更
し
ま
し
た

問
企
画
政
策
課 

☎
７
９
２
・
１
４
２
５

　

４
月
１
日
か
ら
組
織
機
構
を
一
部
変

更
し
ま
し
た
。

　

税
務
課
に
「
管
理
収
納
室
」
を
新
設

し
、
市
税
の
収
納
に
関
す
る
こ
と
に
加

え
て
、
湯
之
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
の
業
務

を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　

福
祉
課
介
護
福
祉
室
の
「
高
齢
福
祉

係
」と「
地
域
支
援
係
」を
統
合
し
、「
高

齢
者
支
援
班
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

健
康
課
の
「
新
病
院
対
策
室
」
を
廃

止
し
、「
地
域
医
療
対
策
室
」
を
新
設

し
ま
し
た
。健
康
課
健
康
増
進
室
の「
国

保
年
金
係
」
と
「
高
齢
者
福
祉
係
」
を

統
合
し
、「
国
保
年
金
班
」
を
新
設
し

ま
し
た
。
市
立
病
院
の
運
営
が
魚
沼
市

医
療
公
社
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
伴

い
、「
病
院
局
」
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

佐
梨
保
育
園
長

星　

弘
子
（
佐
梨
保
育
園
長
）

ひ
が
し
保
育
園
長

岡
村
豊
子
（
ひ
が
し
保
育
園
園
長
）

■
再
任
用
満
了
（
３
月
３１
日
付
）

所
属

職
名

氏
名

広
神
市
民
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

池
田
耕
太
郎

福
祉
課
介
護
福
祉
室

看
護
師

遠
藤
玲
子

小
出
中
学
校　
　

調
理
師

橘　

和
敏

子
ど
も
課
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

森
山　

強

　

只
見
線
は
、
必
要
不
可
欠
な
市
民
の
生
活

路
線
の
他
に
、
四
季
折
々
の
風
光
明
媚
な
景

色
を
堪
能
し
た
り
、
沿
線
市
町
村
の
心
温
ま

る
人
柄
に
接
し
た
り
、
地
元
の
特
産
品
を
満

喫
が
で
き
る
と
い
っ
た
観
光
路
線
と
し
て
も
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
制
定
さ
れ
た
「
魚
沼
市
只
見
線
に

み
ん
な
で
手
を
ふ
ろ
う
条
例
」
の
発
端
と
な
っ

た
「
手
を
ふ
る
」
運
動
は
、
平
成

２４
年
に
実

施
さ
れ
た
只
見
線
小
出
駅
か
ら
大
白
川
駅
開

通
７０
周
年
記
念
に
お
い
て
、
だ
ん
だ
ん
ど
～

も
只
見
線
沿
線
元
気
会
議
の
呼
び
か
け
で
取

り
組
ま
れ
た
事
業
で
す
。
沿
線
市
民
の
協
力

も
あ
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
手
を
ふ
る
光
景
が

見
ら
れ
、
列
車
に
手
を
ふ
る
活
動
に
取
り
組

ん
だ
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。

　

魚
沼
市
を
訪
れ
た
県
内
外
の
乗
客
の
皆
さ

ん
へ
の
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
と
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
が
只
見
線
に
対
す
る
愛
着
を
深
め
、

只
見
線
の
早
期
全
面
復
旧
と
全
線
開
通
を
願

い
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
今
ま
で
以
上
に
只
見

線
と
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
こ

の
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

只
見
線
を
走
る
列
車
を
見
か
け
た
ら
、
ぜ

ひ
手
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
地
域
と

つ
な
が
る
路
線
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

制定問　まちづくり室　☎７９２－９７５２
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文
化
財
散
歩

問　

生
涯
学
習
課　

☎
７
９
４
・
６
０
７
３

No.69

国
指
定
天
然
記
念
物
「
イ
ヌ
ワ
シ
」

　

イ
ヌ
ワ
シ
は
翼
を
広
げ
る
と
２
ｍ
に
も
及

ぶ
大
型
の
猛も
う
き
ん禽

類
で
、
日
本
の
山
岳
地
帯
に

局
所
的
に
ご
く
わ
ず
か
生
息
し
て
い
ま
す
。

昭
和

４０
年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
現
在
は
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト

絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
（
※
）
に
も
指
定
さ
れ
、

保
護
が
急
が
れ
て
い
る
鳥
で
す
。

　

主
に
、
ノ
ウ
サ
ギ
、
ヤ
マ
ド
リ
、
ア
オ
ダ

イ
シ
ョ
ウ
な
ど
の
生
き
た
獲
物
を
食
べ
ま

す
。
上
空
を
飛
び
回
り
な
が
ら
獲
物
を
探
し
、

見
つ
け
る
と
急
降
下
し
て
鋭
い
爪
で
襲
い
ま

す
。
急
な
岩
壁
の
岩
棚
に
巣
が
あ
り
、
最

も
寒
い
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
産
卵
を
し

て
、
生
ま
れ
た
ヒ
ナ
は
５
月
か
ら
７
月
に
巣

立
ち
ま
す
。

　

非
常
に
臆
病
な
鳥
で
、
開
発
行
為
に
伴

う
騒
音
や
照
明
な
ど
で
も
巣
を
作
ら
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
岩
壁
を
登
る
ロ
ッ

ク
ク
ラ
イ
マ
ー
や
ス
キ
ー
場
以
外
の
雪
山
を

す
べ
る
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
な
ど
が
、
思
い
が

け
ず
巣
に
接
近
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
親
鳥

が
逃
げ
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。

　

魚
沼
市
内
で
は
、
か
つ
て
奥
只
見
発
電
所

の
工
事
の
際
に
、
イ
ヌ
ワ
シ
の
繁
殖
地
に
近

い
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
巣
で
子
育
て
を
す

る
１１
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
は
工
事
を
中
止

し
、
そ
の
他
の
期
間
で
も
工
事
車
両
の
通
行

を
抑
制
し
た
り
す
る
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し

た
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

※
近
い
将
来
に
お
け
る
野
生
で
の
絶
滅
の
危
険
性
が

　

高
い
種

　

　

行
政
相
談
委
員
は
、
公
平
・
中
立
の
立
場

で
問
題
の
解
決
を
進
め
る
、
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
委
員
で
す
。
国
道
・
国
税
・
河

川
・
登
記
な
ど
の
国
の
仕
事
、
独
立
行
政
法

人
の
業
務
、
県
や
市
が
国
か
ら
委
任
や
補
助

を
受
け
て
行
っ
て
い
る
業
務
に
つ
い
て
、
苦

情
や
意
見
・
要
望
、
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密

は
固
く
守
り
ま
す
。

　

行
政
相
談
会
の
日
程
（
人
権
な
ん
で
も
相

談
等
と
合
同
開
催
）
は
、
市
報
お
知
ら
せ
版

に
随
時
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
随
時
、
お
近
く

の
委
員
に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

行
政
相
談
委
員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
星
新
治
さ
ん
（
清
本
）、
細
井
雅
子
さ
ん

（
大
沢
）、
森
山
順
子
さ
ん
（
佐
梨
）
が
平
成

２７
年
３
月
３１
日
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■２月の相談件数
　　　　…１３５件
　・電話　　５１件
　・来庁　　５５件
　・その他　２９件
{

 
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
57

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し
ま
す
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　小出地域の商店街では、４か月に渡って繁盛店づくり

のノウハウを学び、お店の魅力アップに取り組みました。

売上や来客数の増加へ繫がった事例を一部紹介します。

個 店 が元

気
に

！

ＵＵ

ス  マ ルイ
商工 地域

の元
気は

　商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり ー

№
116

元
気
の
あ
る

　

商
店
街
へ

　

   （
後
編
）

「繁盛店づくり事業・実践コース」を開催

伝わるＰＯＰ広告

各種商品に「心を動かすメッセージ」
を添えたところ、お客様の購買意欲を
促すことができました。（マルサン）

ギフト要素を強化

ラッピングでお店オリジナルの商品
へ変身させ、店内随所に陳列するこ
とで、季節ごとのギフト商品を提案で
きるようになりました。（若松屋商店）

ディスプレイ装飾

通行人が立ち止まって店頭ディスプレ
イを見てもらえるようになり、新規のお
客様も増えました。（甘泉堂）

季節ごとに装飾を変えて、通行人へ売
りたい商品の提案を発信しています。

（大橋電機商会）

魅せる商品陳列

商品を三角陳列にすることで、安定感
やボリューム感を演出し、お客様の目
を引きやすくなりました。（芳林堂）

氏　

名

住　

所

電　

話

備
考

穴
沢　

邦
男
渋　

川
７
９
７・３
７
９
１
再
任

橘　
　

恵
子
大　

沢
７
９
２・４
６
７
５
新
任

森
山　
　

強
古
新
田
７
９
２・７
２
８
１
新
任

渡
部　

昌
子
根
小
屋
７
９
４・３
６
０
６
新
任

行
政
相
談
委
員
の
仕
事
と
は
？

　

魚
沼
市
の
行
政
相
談
委
員
は
４
名
で
、
総

務
大
臣
か
ら
平
成

２７
年
４
月
１
日
付
け
で
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。委
嘱
期
間
は
２
年
間
で
す
。

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

健康　うおぬま

問　健康増進室　☎７９２－９７６３

　受動喫煙とは、たばこを吸わない人が、他人のたば

この煙を吸わされることです。たばこから大気中に出

る煙（副流煙）は、喫煙者が体内に吸込む煙（主流

煙）より多くの有害成分が含まれることがわかってい

ます。

　魚沼市では、平成２４年４月に受動喫煙防止対策の

ための基本指針を制定し、子どもなどにたばこの煙を

吸わせない環境づくりをすすめています。

　多くの人が利用する飲食店、商店、宿泊施設等や、

職場でも受動喫煙を防止する対策（施設内禁煙・敷地

内禁煙など）を行い、受動喫煙のないクリーンなまち

にしていきましょう。

№
70
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Q：ベランダなど家の外で吸っているから大丈夫？
A：喫煙後、１０～１５分くらいは吐く息からたばこの成　
　  分が排出されます。戸の隙間から煙の粒子が家の中へ  
      入り込むことも分かっています。

受動喫煙　Q ＆ A

Q：家族がいない時に吸うから大丈夫？
A：煙が消えても、髪の毛、衣類、部屋の壁や家具などに 
      有害物質が着きます。消臭スプレーなどでは有害物質   
      は消えません。

◦市有施設の施設内および敷地内禁煙の割合：96％（市内 
    の飲食店、商店、宿泊施設等や事業所等はデータなし）
◦魚沼市喫煙者の割合：男性 27.7％（24.8％）、女性 6.3％   
    （4.6％）　※（　）は県平均。（H25 特定健診受診者）

データーで見る魚沼市の喫煙状況

「受動喫煙」のないまちに

受動喫煙防止シンボルマーク
「すいたくないボウヤ」から一言

吸
う
人
は

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

魚沼の山々に
　イヌワシの雄姿をいつまでも
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うおぬまフォトスケッチ

　エフエム魚沼では、ＦＭラジオを使い地域に密着し

た話題や情報などを放送する他、災害などの緊急時に

は、被災状況や救助活動なども放送します。安心安全

のまちづくりや地域の活性化などを目指すコミュニティ

ＦＭ放送。平成２８年１月より放送を開始します。

魚沼に新しいメディアが誕生！
ー ３. １５　エフエム魚沼設立総会

　

ト
リ
ノ
五
輪
を
は
じ
め
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
て
き
た
星
瑞

枝
選
手
。
競
技
の
第
一
戦
か
ら
の
引
退
を
表
明
し
、
ラ
ス
ト
レ
ー

ス
と
し
て
臨
ん
だ
今
大
会
で
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
、感
動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

数々の感動をありがとう
 ３. １８～２０　星瑞枝選手 全日本スキー選手権優勝 

　ひとつの医療機関で完結する医療から地域内の医療

機関で相互に連携する医療へ。魚沼地域の医療再編の大

きな役割を担い６月１日に開院する、魚沼市立小出病院

の定礎式が行われました。市民の暮らしに身近な医療を

提供し、地域に愛され親しまれる病院を目指します。

地域医療の未来を担う
ー ３. ２９　魚沼市立小出病院定礎式

１）須原スノーカーニバルでは、巨大雪だるま「ハラッスー」の頭上に
大きな花火が上がった。２）同カーニバルでは、サプライズ結婚式が
行われ、横浜市からきた正躰さん夫婦を来場者が祝福。３）百八灯雪
まつりでは、連なるわらの火で尾根が幻想的に浮かびあがります。

1

４）薬師スキーカーニバルのひとコマ。
たいまつ滑走を終え、ほっと一息する子
どもたち。５）雪明かりに照らされた道
をみんなで歩く雪中行群。この一体感が
たまらない。６）東方稲荷神社春季例祭

「大百八灯」で鳥居を行き交う人たち。
７）大湯温泉スキーカーニバルでは、来
場者が餅つきに参加。つきたてのお餅は
おいしい～。

２

４７

３

６

市報うおぬま　2015.4.10 　 16

５

　

楽
し
か
っ
た
こ
と
や
辛
か
っ
た
こ
と
。
市
内
６
中
学
校
で
卒
業
式

が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
３
６
０
名
も
の
３
年
生
が

中
学
校
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
卒
業
は
新
た
な
出
発
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
活
躍
と
成
長
を
魚
沼
市
も
応
援
し
ま
す
。

卒業 ... 思い出を胸に新たな出発
ー ３. ６　魚沼市内中学校卒業式
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information

日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
資資格　講講師　演演題・出演　相相談員
持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Ｈホームページ　他その他　申申し込み
ＭＥメール　問問い合わせ

2015年4月10日号

４.10

お知らせ版

魚
沼
市

報

う お
ぬ まく

　
ら
　
し

新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
新
潟
県
議

会
議
員
一
般
選
挙
魚
沼
市
選
挙

区
は
立
候
補
者
が
一
人
の
た
め
、

投
票
を
行
わ
な
い
こ
と
と
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
魚
沼
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
７
９
２
・
９
２
０
７

 ❶
メ
ー
タ
ー
検
針
時
の
お
願
い

　

今
年
度
か
ら
冬
期
推
定
地
区
の

精
算
検
針
を
４
月
に
行
い
ま
す
。

春
一
番
の
検
針
で
は
、
メ
ー
タ
ー

の
上
や
ボ
ッ
ク
ス
内
に
泥
や
ゴ
ミ

が
溜
ま
っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す

の
で
、清
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、検
針
の
支
障
と
な
る
た
め
、

メ
ー
タ
ー
の
上
や
周
囲
に
物
を
置

い
た
り
、
犬
を
つ
な
い
だ
り
し
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 ❷
基
本
料
だ
け
払
っ
て
い
る

施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

長
期
間
使
わ
な
い
施
設
は
休
止

の
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ガ
ス
・
水
道
の
利
用
が
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
毎
月
基
本
料
金
が
発

生
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 ❸
定
期
的
に
漏
水
の
確
認
を

　

漏
水
に
気
付
か
な
い
と
、
余
計

な
使
用
料
を
払
う
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
水
道
メ
ー
タ
ー
で
定

期
的
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

①
入
広
瀬
会
場

　
日
４
月

２８
日
㈫

１９
時
か
ら

　
場
入
広
瀬
山
菜
会
館

②
広
神
会
場

　
日
４
月

２８
日
㈫

１９
時
か
ら

　
場
滝
之
又
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

③
湯
之
谷
会
場

　
日
４
月

２９
日
㈷
㈬

１５
時
か
ら

　
場
井
口
公
民
館
（
農
村
婦
人
の
家
）

④
守
門
会
場

　
日
４
月

２９
日
㈷
㈬

１５
時
か
ら

　
場
新
下
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

⑤
小
出
会
場

　
日
４
月

２９
日
㈷
㈬

１８
時

３０
分
か
ら

　
場
干
溝
集
落
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ

⑥
堀
之
内
会
場

　
日
４
月

２９
日
㈷
㈬

１８
時

３０
分
か
ら

　
場
東
南
地
区
稲
荷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
対
ど
な
た
で
も　

問
議
会
事
務
局
☎
７
９
９
・
４
６
０
２

 ❶
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
片
付
け
て

　

魚
沼
市
で
は
、
空
き
缶
、
吸
い

殻
等
の
散
乱
及
び
飼
い
犬
等
の
フ

ン
害
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、

清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
飼
い
主
が
必

ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
ゴ
ミ
等
の
ポ

イ
捨
て
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

 ❷
マ
イ
マ
イ
ガ
（
幼
虫
）
に
つ
い
て

　

越
冬
し
た
マ
イ
マ
イ
ガ
卵
塊
か

ら
は
、
幼
虫
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
気
候
に
も
よ
り
ま

す
が
、
発
生
時
期
は
４
月
中
旬
以

降
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

幼
虫
は
わ
ず
か
に
毒
毛
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
素
手
で
触
れ

な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
駆
除
さ
れ
る
際
は
、
次
の
こ

と
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
卵
塊
上
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
う

化
幼
虫
は
、
粘
着
テ
ー
プ
等
で
除

去
す
る
。

・
外
壁
等
に
付
着
し
て
い
る
う
化

ガ
ス
水
道
局
業
務
課

問
☎
７
９
２
・
１
１
１
８

環
境
対
策
室

申
問
☎
７
９
２
・
９
７
６
６

 ❸
環
境
美
化
運
動
に
ご
協
力
を

　

例
年
、
各
自
治
会
等
に
お
い
て

環
境
美
化
運
動
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
「
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
ポ

イ
捨
て
ご
み
の
一
掃
」
及
び
「
環

境
美
化
の
啓
発
」
を
目
的
に
、
春

の
環
境
美
化
運
動
を
実
施
し
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
後
は
報
告
書
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

◦
春
の
環
境
美
化
運
動
月
間

期
４
月
１８
日
～
５
月
３１
日
（
期
間
外

の
実
施
で
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

他
事
業
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

（
老
人
ク
ラ
ブ
を
含
む
）
が
、
実

施
し
た
場
合
も
、
報
告
書
の
提
出

場
受
付
：
魚
野
川
河
川
改
修
資
料
館

◦
コ
ー
ス
…
新
潟
県
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ロ
ー
ド
「
桜
づ
つ
み

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」
福
山
橋

コ
ー
ス
（
７
キ
ロ
）

８
時

３０
分
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
受
付

８
時

４５
分
一
般
受
付

９
時

１０
分
開
会
式
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
講
習
会

９
時

３０
分
ス
タ
ー
ト

１２
時

００
分
終
了
（
予
定
）

青
島
大
橋
コ
ー
ス
（
４
キ
ロ
）

講
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー

対
歩
け
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も

定
２
０
０
人
（
う
ち
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

２８
人
）

￥
小
学
生
以
上
２
０
０
円

他
ゴ
ー
ル
後
、
食
生
活
改
善
推
進

員
さ
ん
の
豚
汁
と
ド
リ
ン
ク
の

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
☎
７
９
３
・
７
１
６
６

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会
で
正
し
い
知
識
を
学
び
な
が
ら
、
お
花
見
・
新

緑
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

 ❹
花
い
っ
ぱ
い
運
動

内
う
る
お
い
の
あ
る
快
適
環
境
と

緑
と
憩
い
の
場
づ
く
り
の
た
め
、

市
内
の
公
共
的
な
施
設
や
道
路
沿

い
、
公
園
、
広
場
な
ど
の
公
共
的

空
間
に
花
を
植
え
育
て
よ
う
と
す

る
団
体
に
、花
苗
を
配
布
し
ま
す
。

対
自
治
会
・
町
内
会
・
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
の
団
体
〆
４
月

１７
日
㈮

他
苗
の
配
布
は
５
月
下
旬
～
６
月

上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

交通安全家庭の日　日４月１０日　被害者も加害者も不幸になる交通事故。環境が変わるこの時期
に今一度、家族で交通安全について話し合ってみませんか。

食育の日　日４月１９日　毎月１９日は「食育の日」です。花粉症の予防には、免疫力を高めるこ
とが大切です。食事は３食しっかりバランスよく食べましょう。

 ◆
大
型
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
仲
介

日
４
月

１９
日
㈰

１３
時
～

１５
時　

場
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
（
エ
コ
プ

ラ
ン
ト
隣
）

内
大
型
不
用
品
（
通
常
大
型
ご
み

処
理
券
を
貼
る
も
の
）
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
仲
介
（
受
入
・
販
売
）

◦
取
扱
い
品
…
家
具
類
、
ベ
ビ
ー

用
品
、
自
転
車
な
ど
大
型
不
用
品

（
壊
れ
て
い
る
物
の
受
入
や
家
電

製
品
、
衣
類
、
食
品
、
日
用
雑
貨

等
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
）　

◦
個
人
で
の
不
用
品
の
搬
入
・
搬

出
…

１３
時
～

１５
時　

幼
虫
は
、
市
販
の
家
庭
用
ガ
類
殺

虫
剤
で
駆
除
す
る
。

・
樹
木
等
植
物
に
薬
剤
散
布
す
る

場
合
は
、ラ
ベ
ル
表
示
を
確
認
し
、

そ
の
植
物
に
登
録
の
あ
る
農
薬
を

使
用
す
る
。

　

市
で
は
自
治
会
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
で
駆
除
作
業
を
す
る

場
合
を
対
象
に
、
駆
除
薬
剤
の
支

給
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し

く
は
環
境
対
策
室
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

を
お
願
い
し
ま
す
。
用
紙
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い

問
魚
沼
市
消
費
者
協
会
事
務
局

（
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

 ◆
小
出
橋
の
耐
震
補
強
工
事

に
伴
う
小
出
駐
輪
場
の　

一
部
使
用
変
更
に
つ
い
て

期
４
月
下
旬
～
７
月
下
旬
ま
で

内
小
出
橋
（
小
出
島
）
の
Ｊ
Ｒ
上

越
線
両
側
橋
脚
２
基
に
つ
い
て
、

耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
す
。
期

間
中
は
橋
脚
付
近
の
小
出
第
２
駐

輪
場
及
び
小
出
第
３
駐
輪
場
の
一

部
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
山

側
に
あ
る
第
１
駐
輪
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
魚
沼
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部

維
持
管
理
課
☎
７
９
２
・
８
３
０
４

山側にある第１駐輪場
をご利用ください

一部使用できない第 2・
第 3 駐輪場（上越線両脇）

議会報告会を開催します
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事業名 内容 対象者 助成内容

魚沼市新規起業
等にぎわい創出
支援事業

※１次募集期間
〆５月８日㈮

新規創業

市内で新たに起業する場合
の事業開始に必要な機械設
備等の購入・改良、事業所
の増改築費等の経費に対し
補助金を交付します。

市内に事業所を設
置し起業する個人
または法人

補助対象経費の２分の１以
内、３０万円を限度（ただし、
空き店舗で、または魚沼市に
転入してから３年以内のＵＩ
Ｊターン者が新規創業する場
合は、６０万円を限度）

空き店舗を活用した既存事
業の拡大

商店街等にある空き店舗に
新規入居し既存事業の拡大
を行う場合、店舗の賃借料
の一部を助成します。

中小企業者または
個人

・補助額：月賃借料の３分の
　１以内、月３万円を上限

・補助期間：１０か月を限度

魚沼市空き工場
等対策事業

新規に２人以上を常用雇用して事業を行う場合、建物賃
借料に対し補助金を交付します。 市内の企業者等

・補助対象経費２分の１以
　内、月２０万を限度 
・補助期間：６か月間（た
　だし、１０人以上雇用し
　た場合は延長あり）

魚沼市中小企業
人材育成支援事
業

中小企業大学校などが実施する研修事業及び講座等を受
講した場合の受講料及び宿泊料を交付します。

市内に事業所を有
する中小企業者

補助対象経費の２分の１以
内、５万円を限度（ただし、
受講の期間が２か月以上の
場合は上限１０万円）

魚
沼
市
中
小
企
業
活
性
化
支
援
事
業

新規市場の創出や新たな事業展開に要する経費に対し補
助金を交付します。

市
内
中
小
企
業
者
等

①対象経費の２分の１以内
　で１００万円を限度
②対象経費の４分の３以内
　で１００万円を限度
③対象経費の２分の１以内
　で５０万円を限度
④対象経費の２分の１以内
　で１０万円を限度

① 産業技術支援
事業

新製品、新商品の開発、生産技術の
高度化や問題解決に向けた改良等

② 新エネルギー・
新製品開発事業

太陽光発電、雪、水力利用、バイオ
マスなどの事業化など環境に配慮し
た新商品研究・開発等

③ 魚沼ブランド
創出支援事業

新製品・新商品の開発、魚沼市で製
造された製品・商品の販路拡大等

④ 展示会販路
開拓支援事業

展示会や見本市等に独自に出展する
場合

◆補助金（事前申請） ◆融資制度　利率は平成２７年４月１０日現在

事業名 使途 融資限度額 融資利率 融資期間

魚沼市中小企業景気対策特別支援資金
※信用保証料全額を補給

運転
設備 1,000 万円

年１．９５％
　責任共有制度対象　：年１．６５％
　責任共有制度対象外：年１．４５％

７年以内

魚沼市地方産業育成資金 運転
設備 1,000 万円

年２．２０％
　責任共有制度対象　：年１．９０％
　責任共有制度対象外：年１．７０％

運転 : ５年以内
設備 : ７年以内

魚
沼
市
中
小
企
業
緊
急
経
済
対
策
信
用
保
証
料
補
給
事
業

⑴ 県小口零細企業保証制度資金
運転
設備
借換

1,250 万円 責任共有対象外：年１．５５％
責任共有対象　：年１．７５％

運転 : ７年以内
設備 :10 年以内
借換 : ７年以内

⑵ 県セーフティネット資金 : 中小企業信
用保険法第２条第５項第５号該当 運転 5,000 万円

３年以内　　　：年１．２５％
３年超５年以内：年１．４５％
５年超７年以内：年１．６５％

７年以内

⑶ 県中小企業創業支援資金 運転
設備 2,500 万円

【７年以内】
責任共有制度対象外：年１．６０％
責任共有制度対象　：年１．８０％

【７年超１０年以内】
責任共有制度対象外：年１．８０％
責任共有制度対象　：年２．００％

運転 : ７年以内
設備 :10 年以内

⑷

県
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
企
業
支
援
資
金

①新技術・新事業等展開枠
運転
設備

①及び②を
合わせて

5,000 万円
責任共有制度対象外：年１．６５％
責任共有制度対象　：年１．８５％

運転 : ５年以内
設備 : ７年以内

②グリーンニューディール枠 運転 : ５年以内
設備 : １０年以内

③設備投資促進枠 設備

産業の高付
加価値化に
資する設備
の導入の場
合は
2 億 8,000 万円

【７年以内】
責任共有制度対象外：年１．６５％
責任共有制度対象　：年１．８５％

【７年超１０年以内】
責任共有制度対象外：年１．８５％
責任共有制度対象　：年２．０５％
※ 産業の高付加価値化に資する設備導入また
は小規模企業者は、上記から０．１５％減じる。

１０年以内

⑸

商
店
街
活
性

化
支
援
資
金

①一般枠
運転
設備

5,000 万円 責任共有制度対象外：年１．６５％
責任共有制度対象　：年１．８５％ 運転 : ７年以内

設備 :10 年以内
②特別枠 2,000 万円 ７年以内　　　　：１．４５％

７年超１０年以内：１．６５％

※信用保証料補給：⑴～⑸について、３００万円まで１００％、３００万円超は５０％の信用保証料を補給

( )

( )

問商工振興室☎７９２ー９７５３ 申市内取扱金融機関申問商工振興室☎７９２ー９７５３

商工・雇用対策関係各種支援事業（平成２７年４月現在） Ｈ魚沼市ホームページからもご覧になれます。
http://www.city.uonuma.niigata.jp/　（しごと・産業⇒企業支援⇒魚沼市中小企業者向け各種支援制度一覧について）

禁煙の日　日４月２２日　シンボルマークの２羽の白鳥が寄り添う姿から「スワンスワンで禁煙を
！」をスローガンとしています。あなたも禁煙をはじめませんか？

制
度
・
手
続
き

 ❶
屋
根
雪
除
雪
安
全
対
策
支

援
事
業

　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
時
の
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
命
綱

を
取
付
け
る
金
具
等
を
設
置
す
る
工

事
に
対
し
て
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

内
補
助
対
象
経
費
の

５０
％
、
上
限

５
万
円

対
市
内
に
建
築
物（
居
宅
、倉
庫
等
）

を
所
有
し
、
市
内
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
人
ま
た
は
市
内
に
本
社
・

支
店
・
営
業
所
等
が
あ
る
法
人

※
一
棟
あ
た
り
一
申
請
と
し
ま
す
。

※
交
付
決
定
前
の
着
手
は
対
象
外

定
今
年
度
１
０
０
件
程
度
を
予

定
、
予
定
件
数
に
達
し
次
第
終
了

〆
平
成

２７
年

１０
月
３１
日

申
受
付
は
都
市
整
備
室
窓
口
の
み

と
な
り
ま
す
。
各
市
民
セ
ン
タ
ー

で
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

都
市
整
備
室
（
広
神
庁
舎
）

申
問
☎
７
９
９
・
３
１
３
４

 ❷
ア
ス
ベ
ス
ト
改
修
工
事
事
業

内
市
内
の
建
物
で
、
露
出
し
た
ア

ス
ベ
ス
ト
の
除
去
等
の
工
事
ま
た

は
、
含
有
の
有
無
に
係
る
調
査
に

対
し
、
補
助
を
行
う
制
度
が
あ
り

ま
す
。
今
年
度
に
除
去
等
の
工
事

 ❷
克
雪
す
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業

　

克
雪
住
宅
の
新
築
及
び
増
改
築

を
行
う
人
に
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
で
す
。

内
融
雪
式
：
補
助
対
象
工
事
費
の

１７
・
６
％
（
限
度
額

４４
万
円
）、
そ

の
他
方
式
：
補
助
対
象
工
事
費
の

１３
・
２
％
（
限
度
額

３３
万
円
）、
要

援
護
世
帯
：
補
助
対
象
工
事
費
の

１７
・
６
％
（
限
度
額

４４
万
円
）

対
市
内
に
克
雪
住
宅
を
建
築（
改
良
）

し
在
住
さ
れ
る
人
で
以
前
に
こ
の
補

助
制
度
を
受
け
て
い
な
い
人

※
交
付
決
定
前
の
着
手
は
す
べ
て

対
象
外

※
井
戸
水
（
水
資
源
を
利
用
す
る

も
の
）消
雪
方
式
は
対
象
外
で
す
。

定
今
年
度

５０
件
程
度
を
予
定
、
予

定
件
数
に
達
し
次
第
終
了

〆
平
成

２７
年

１０
月
３１
日

 ❶
木
造
住
宅
の
耐
震
化
支
援
事
業

　

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
耐
震
診
断
及
び
改
修
に
係
る
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
市
内
在
住
の
人
（
事
前
申
請
が

必
要
で
す
）

〆
各
事
業
と
も
平
成
２７
年

１０
月
３１
日

◦
木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業

内
木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
自
己
負

担
１
万
円
で
実
施
（
費
用
７
万
円

の
う
ち
、
市
か
ら
６
万
円
補
助
）

対
昭
和

５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着

工
の
一
戸
建
て
個
人
所
有
の
木
造

住
宅

定
今
年
度
５
件
を
予
定
、
予
定
件

数
に
達
し
次
第
終
了

◦
木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業

内
耐
震
改
修
工
事
費
の
３
分
の
１

を
補
助
（
補
助
限
度
額

７５
万
円
、

千
円
未
満
切
捨
て
）

対
木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
実
施
し
、

総
合
評
点
が
１．０
未
満
の
木
造
住
宅

定
今
年
度
１
件
を
予
定
、
予
定
件

数
に
達
し
次
第
終
了

◦
木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業

（
部
分
補
強
・
シ
ェ
ル
タ
ー
化
等
工
事
）

内
耐
震
改
修
工
事
費
の
３
分
の
１

を
補
助
（
補
助
限
度
額

３０
万
円
、

千
円
未
満
切
捨
て
）

対
木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
実
施
し
、

総
合
評
点
が
０．７
未
満
の
木
造
住
宅

定
今
年
度
１
件
を
予
定
、
予
定
件

数
に
達
し
次
第
終
了

を
考
え
て
い
る
人
は
、
早
め
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
①
不
特
定
多
数
の
人
が
共
同
で

利
用
す
る
建
物
で
３
０
０
㎡
以
上

で
あ
る
こ
と
。

②
除
去
等
工
事
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含

有
さ
れ
て
い
る
と
調
査
済
み
の
も
の
。

③
他
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
も
の
。

※
交
付
決
定
前
の
着
手
は
す
べ
て

対
象
外

〆
平
成

２７
年

１０
月
３１
日

￥
補
助
金
の
額
：
除
去
等
の
工
事

に
係
る
費
用
（
復
旧
費
、
消
費
税

は
除
く
）
の
３
分
の
１
以
内
（
１

件
当
た
り
限
度
額
１
５
０
万
円
）

募
　
　
　
集

 ◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八

色
園
内
理
容
室
出
店
者

　

園
内
テ
ナ
ン
ト
で
理
容
室
を
開

店
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・
床
面
積
…

１２
・

０６
㎡

・
募
集
期
間
…
４
月

３０
日
㈭
ま
で　

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
色
園

総
務
課
・
高
野

☎
０
２
５
・
７
７
７
・
３
８
１
１

都
市
整
備
室
（
広
神
庁
舎
）

申
問
☎
７
９
９
・
３
１
３
４
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新エネルギー・バイオマス関連補助金

対象機器 補助金額 補助上限額 必要書類 申請期限

雪氷熱利用（雪冷房、雪室等） 設置経費の３分の１ １００万円

・申請書
・見積書
・カタログまたは仕様書
・位置図（住宅地図）
・配置図（設計図）

平成２７年
９月３０日

太陽光発電
設置経費の３分の１ま
たは公称最大出力（ｋ
Ｗ）×７万円の低い方

３０万円

平成２８年
２月２９日

バイオマス熱利用（薪ストーブ、ペレットストーブ等）

設置経費の３分の１ １５万円
太陽熱利用
天然ガスコージェネレーション
燃料電池
温度差エネルギー（河川・地下水熱、地中熱利用等）

【注意事項】　①対象機器１種類につき１回限り　②申請年度内に設置工事及び費用支払いが完了すること

◆再生可能エネルギー普及促進事業（事
・ ・

前申請）

◆小水力発電導入モデル事業（事
・ ・

前申請）
対象機器 補助金額 補助上限額 必要書類 申請期限

小水力発電（出力１０ｋ W 未満） 設置経費の４分の３ ５０万円
・申請書他
※くわしくはお問い合わせ
ください。

平成２７年
６月３０日

【注意事項】　①１人（１団体）１回限り　②申請期限までに複数申請があった場合は、審査のうえ補助対象１件を決定　
　　　　　③申請年度内に設置工事及び費用支払いが完了すること

◆生ごみ処理機器普及促進事業（事
・ ・

後申請）
対象機器 補助金額 補助上限額 必要書類 申請期限

電動生ごみ処理機
購入価格（税抜）
の３分の１

30,000 円 ・申請書
・カタログまたは仕様書
・領収書（原本）
・設置状況写真

平成２８年
３月３１日コンポスト容器 3,000 円

【注意事項】　①機器購入後６か月以内に申請してください。
　　　　　　②過去にこの補助金の交付を受けたことがある人は、前回申請から５年経過していることが条件となります。

問環境対策室☎７９２・９７６６
 ◆「

魚
沼
市
男
女
共
同
参
画
推
進

計
画
策
定
検
討
委
員
会
」
委
員

　

第
３
次
魚
沼
市
男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り

市
民
の
意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
魚
沼
市
男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
策
定
検
討
委
員
会
の
公

募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

定
４
人

資
１８
歳
以
上
で
市
内
に
住
所
を
有

す
る
人（
男
女
職
業
は
問
わ
な
い
）

内
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
の
策

定
に
関
す
る
こ
と
の
検
討

・
会
議
は
６
月
～
９
月
頃
に
小
出

庁
舎
ま
た
は
湯
之
谷
庁
舎
で
３
回

程
度
、
平
日
の
昼
間
を
予
定

申
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、企
画
政
策
室（
湯

之
谷
庁
舎
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
可
）　

申
込
用
紙
は
企
画
政
策

室
に
あ
り
ま
す
。（
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）
〆
４
月

２３
日
㈭

他
応
募
者
多
数
の
場
合
は
書
類
に

よ
り
選
考
し
ま
す
。
会
議
１
回
に

つ
き
３
、０
０
０
円
の
謝
金
を
支

払
い
ま
す
。

問
企
画
政
策
室
☎
７
９
２
・
１
４
２
５

℻
７
９
３
・
１
０
１
６

Ｍkikaku@city.uonum
a.niigata.jp

 ◆
手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

魚
沼
市
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座

　
「
手
話
」
と
い
う
新
し
い
言
語
に

挑
戦
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
世
界
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
５
月
１９
日
㈫
～

１０
月
２７
日
㈫
１９

時
３０
分
～
２１
時
（
毎
週
火
曜
日
・
計

２３
回
予
定
・
９
月
２２
日
㈷
は
休
講
）

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

２
階
研
修
室
内
入
門
課
程
（
来
年

度
は
基
礎
課
程
を
予
定
）

対
手
話
に
興
味
が
あ
る
人
、
習
得

し
た
い
と
い
う
意
欲
の
あ
る
人　

定
先
着

３０
人
￥
５
、０
０
０
円

〆
４
月

２４
日
㈮
必
着　

申
「
手
話
講
座
申
し
込
み
」
と
記

入
し
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
電

話
番
号
（
携
帯
電
話
可
）
を
明
記

の
う
え
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
ハ
ガ

キ
、
も
し
く
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

宛
先
：
〒
９
４
６
︲
８
５
１
１　

大
沢
２
１
３
番
地
１
厚
生
室

℻
７
９
３
・
１
０
１
６

ＭKousei@city.uonum
a.niigata.jp

問
厚
生
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
７

 ◆
Ｂ
ｒ
ａ
ｓ
ｓ
堀
之
内
団
員

日
月
２
回
第
１
・
３
土
曜
日

１９
時

～
２１
時
（
予
定
）

場
堀
之
内
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

対
堀
之
内
小
学
校
Ｏ
Ｂ
ま
た
は
市

内
在
住
の
中
学
生
以
上
で
楽
器
経

験
が
あ
り
、楽
器
を
持
参
で
き
る
人
、

楽
し
く
和
気
あ
い
あ
い
出
来
る
人

※
中
学
生
・
高
校
生
は
保
護
者
の

同
意
が
必
要
で
す
。
小
学
生
も
見

学
可
（
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

￥
大
人
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下

３
０
０
円
い
ず
れ
も
月
額

申
問
副
代
表
・
山
本

☎
０
８
０
・
３
４
６
９
・
６
３
９
３

Ｍyam
am

oto_trp@
yahoo.co.jp

Ｈhttp://brass-horinouti20150308.

jim
do.com

/

 ◆
平
成
２７
年
度
調
理
師
試
験

受
験
願
書
受
付

期
５
月

１８
日
㈪
～ 

５
月

２５
日
㈪

申
魚
沼
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

他
試
験
の
実
施
は
７
月
１４
日
㈫

問
魚
沼
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部　

☎
７
９
２
・
８
６
１
２

 ◆
事
務
基
本
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
成
コ
ー
ス
１
期
６
月
入
校
生

期
６
月
２
日
㈫
～
９
月

３０
日
㈬
９

時
～

１５
時

４０
分
（
平
日
）

場
キ
ャ
リ
ア
・
ス
テ
ッ
プ
魚
沼
教

室
（
佐
梨
６
３
１
番
地
２
）

対
パ
ソ
コ
ン
操
作
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
の
知
識
・
技
術
を
習
得

し
、
就
職
を
希
望
す
る
人
定

１０
人

￥
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
等

自
己
負
担
あ
り
）
〆
５
月

１２
日
㈫

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
こ
い
で

問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
７
９
４
・
２
４
１
０

 ◆
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
へ　

新
入
社
員
等
合
同
研
修
会

日
５
月

１４
日
㈭
９
時
～

１７
時

内
講
話
、
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
研
修
、グ
ル
ー
プ
研
修（
予
定
）

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

対
中
小
企
業
・
団
体
等
新
入
社
員

か
ら
２
～
３
年
の
若
手
社
員

定
３０
人
￥
無
料
〆
５
月

１１
日
㈪

申
商
工
振
興
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
３

 ◆
碇い
か
り
さ
わ沢

遺
跡
（
小
平
尾
）　

発
掘
調
査
作
業
員

・
募
集
定
員
…

２０
人
程
度

・
応
募
資
格
…
経
験
不
問
、 

１８
歳

以
上
の
健
康
な
人

・
勤
務
期
日
…
５
月

１８
日
㈪
～
９

月
中
旬
（
変
動
す
る
場
合
あ
り
）

・
作
業
内
容
…
移
植
ゴ
テ
な
ど
で

土
を
掘
っ
た
り
削
っ
た
り
す
る
作

業
と
図
面
作
成
、
計
測
作
業
、
遺

物
の
取
り
上
げ
・
洗
浄
作
業
ほ
か

・
勤
務
地
…
小
平
尾
地
内

・
賃
金
…
時
給
８
９
０
円

・
勤
務
時
間
…
月
～
金
曜
の
９
時

～
１７
時
（
雨
天
時
は
休
み
）

・
面
接
日
…
４
月

２４
日
㈮

職
員
等
の
募
集

 ◆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
入
会
し
ま
せ
ん
か

〇
利
用
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
や

り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

〇
健
康
維
持
が
で
き
ま
す

○
仲
間
が
増
え
ま
す
。

対
市
内
在
住
で
お
お
む
ね

６０
歳
以

上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

◦
入
会
説
明
会
（
月
１
回
）

日
４
月

１５
日
㈬
、
５
月

１５
日
㈮
、

６
月

１５
日
㈪
、
７
月

１５
日
㈬
、
８

月
１７
日
㈪
、
９
月

１５
日
㈫
い
ず
れ

も
１０
時
か
ら
（
１
時
間
程
度
）

場
小
出
公
民
館
２
階
会
議
室

申
（
公
社
）
魚
沼
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
☎
７
９
２
・
３
７
７
８

・
面
接
会
場
…
堀
之
内
公
民
館

・
選
考
方
法
…
面
接

・
応
募
方
法
…
履
歴
書
に
写
真
を

添
付
し
て
生
涯
学
習
課
（
堀
之
内

庁
舎
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

履
歴
書
は
申
込
先
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
入
手
で
き
ま
す
。（
市
販
の
履

歴
書
で
も
可
）

・
締
め
切
り
日
…
４
月

２０
日
㈪

申
生
涯
学
習
課
☎
７
９
４
・
６
０
７
３

子
　
ど
　
も

 ❶
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

　

病
気
の
急
性
期
を
過
ぎ
回
復
期

に
あ
る
が
、
集
団
生
活
は
難
し
い

お
子
さ
ん
を
一
時
的
に
保
育
す
る

病
後
児
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
月
曜
日
～
金
曜
日
８
時
～

１８
時

対
市
内
在
住
で
保
育
園
幼
稚
園
通

小
出
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

申
☎
７
９
２
・
６
３
５
６

 ◆
ふ
た
ば
西
保
育
園
・
ふ
た
ば

東
保
育
園
「
あ
そ
び
広
場
」

　

保
育
園
で
遊
び
な
が
ら
、
子
育
て

の
情
報
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
５
月
～
３
月
の
毎
月
第
２
・
第

４
水
曜
日
の
９
時

３０
分
～

１１
時　

場
ふ
た
ば
西
保
育
園
・
ふ
た
ば
東

保
育
園

内
自
由
あ
そ
び
、
リ
ズ
ム
体
操
、

育
児
相
談
な
ど

対
入
園
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

￥
無
料
持
水
筒（
麦
茶
・
湯
冷
ま
し
）

申
ふ
た
ば
西
保
育
園
☎
７
９
９
・
２
２
２
７

ふ
た
ば
東
保
育
園
☎
７
９
９
・
２
０
５
８

 ❷
ぱ
ぴ
ぷ
が
毎
週
土
曜
日
開
放
に

　

平
成

２７
年
４
月
か
ら
、
毎
週
土

曜
日
（
９
時
～

１１
時

３０
分
）
を
開

放
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

園
中
の
乳
幼
児
及
び
小
学
校
２
年

生
ま
で
の
児
童

場
堀
之
内
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

￥
１
日
１
、２
０
０
円

〆
４
月

３０
日
㈭
※
年
度
途
中
の
事

前
登
録
も
可
能
で
す
。

申
希
望
者
は
事
前
登
録
を
し
て
く

だ
さ
い
。
昨
年
度
登
録
し
た
人
も

再
度
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録

用
紙
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
各
保
育
園
、
幼
稚
園
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。　
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 ◆
協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
へ　

命
を
守
る
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防

の
た
め
の
健
診（
特
定
健
康
診
査
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
４
月
中
に

「
受
診
券
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
証
を
お
持

ち
の

４０
～

７４
歳
の
被
扶
養
者
（
家

族
）

・
受
診
券
送
付
時
期
…
平
成

２７
年

４
月
中

￥
無
料
～
１
、５
２
６
円

場
健
診
実
施
施
設
、
市
が
実
施
す

る
集
団
健
診
会
場
な
ど

内
く
わ
し
く
は
、
協
会
け
ん
ぽ
か

ら
届
く
黄
色
い
封
筒
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
な
お
、
保
険
証
の
記
号

番
号
が
変
更
に
な
っ
た
人
は
、
新

し
い
「
受
診
券
」
の
交
付
申
請
が

必
要
で
す
。

申
問
協
会
け
ん
ぽ
新
潟
支
部
保

健
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
５
・
２
４
２
・
０
２
６
４

健
康
・
福
祉

生
涯
学
習
・
公
民
館

 ◆
俳
句
教
室

　

初
心
者
か
ら
上
級
者
を
対
象
に

俳
句
の
実
作
手
法
を
学
び
ま
す
。

日
５
月
～
１２
月
（
８
月
は
除
く
）
第

２
木
曜
日
（
全
７
回
）
第
１
回
：
５

月
１４
日
㈭
１３
時

３０
分
～
１５
時

３０
分

場
守
門
公
民
館
（
守
門
庁
舎
内
）

講
山
之
内
喜
七
さ
ん
（
並
柳
）

 ◆
初
心
者
習
字
教
室

日
５
月

１２
日
・

１９
日
、
６
月
９
日
・

１６
日
、
７
月

１４
日
（
全
５
回
）
毎

回
火
曜
日

１０
時
～

１１
時

３０
分

場
小
出
北
部
公
民
館
学
習
室

内
誰
で
も
わ
か
る
美
し
い
字
を
書

き
ま
し
ょ
う

講
目
黒
ミ
チ
イ
さ
ん

対
だ
れ
で
も
定
先
着

２０
人

￥
５
０
０
円

持
習
字
道
具
・
半
紙
・
新
聞
紙
１

日
分
〆
５
月
８
日
㈮

申
小
出
北
部
公
民
館
内　
　

☎
７
９
２
・
５
３
３
６
（
平
日
９

時
～

１６
時
）

 ◆
う
お
ぬ
ま
自
然
探
訪
講
座

植
物
コ
ー
ス
１
回
目　

　

里
山
の
春
の
景
色
を
楽
し
み
な

が
ら
、
自
然
へ
の
興
味
と
関
心
を

深
め
ま
せ
ん
か
。

日
５
月
１７
日
㈰
８
時

３０
分
～
１１
時

３０
分

場
花
と
緑
と
雪
の
里
公
園
（
根
小

屋
）
現
地
集
合
・
解
散

内
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
と
芝
桜
を
中
心

に
季
節
の
草
花
を
観
察
し
ま
す
。　

講
和
田
斎
さ
ん
・
佐
藤
郁
子
さ
ん

（
魚
沼
自
然
大
学
）

対
ど
な
た
で
も
定

２０
人

￥
３
０
０
円
（
当
日
集
金
）

持
動
き
や
す
い
服
装
・
雨
具
・
飲
料
・

筆
記
用
具
・
そ
の
他
必
要
と
思
わ

れ
る
も
の
〆
定
員
に
な
り
次
第

申
湯
之
谷
公
民
館

☎
７
９
２
・
０
５
３
０
（
平
日
９

時
～

１６
時
）

 ◆
宮
柊
二
記
念
館
短
歌
教
室

　

初
心
者
向
け
に
、
わ
か
り
や
す

い
短
歌
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
５
月
～
平
成

２８
年
３
月
（
８
・

１２
月
を
除
く
）
原
則
第
２
日
曜
日

１０
時
～

１２
時
（
全
９
回
）
第
１
回

目
５
月

１０
日
㈰
場
宮
柊
二
記
念
館

内
歌
会
形
式
の
講
座
、
通
信
添
削

指
導
あ
り
対
中
学
生
以
上

〆
４
月

３０
日
㈭

￥
年
会
費
３
、０
０
０
円

（
高
校
生
以
下
無
料
）

申
宮
柊
二
記
念
館
☎
７
９
４
・
３
８
０
０

 ◆
０
～
３
才
向
け　
　
　

だ
っ
こ
で
お
は
な
し

日
４
月

２４
日
㈮

１０
時

３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館
１
階
お
は
な
し

の
へ
や
内
同
じ
年
頃
の
お
友
だ
ち

と
一
緒
に
絵
本
や
手
遊
び
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
絵
本
「
た
た
く
と

ぽ
ん｣

、
大
型
え
ほ
ん
「
こ
ろ
こ

ろ
こ
ろ｣

な
ど
対
０
歳
～
入
園
前

の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

問
小
出
郷
図
書
館
☎
７
９
２
・
０
３
３
７

催
　
　
　
し

 ❷
浦
町
Ｕ
エ
リ
ア
春
祭
り
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

日
４
月

２９
日
㈷
㈬
受
付
…

１１
時
か

ら
、
開
始
…

１２
時
か
ら

場
浦
町
Ｕ
エ
リ
ア
内（
浦
町
通
り
）

￥
１
店
舗
５
０
０
円
（
１
区
画
２

ｍ
×
２
ｍ
）、
当
日
徴
収

定
２５
店
舗
（
予
定
）
※
食
品
（
加

工
品
）、
医
療
品
、
生
き
物
以
外

〆
４
月

２０
日
㈪

他
当
日
Ｕ
エ
リ
ア
内
は
車
輌
通
行

止
め
と
な
り
ま
す
。
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 ❶
浦
町
Ｕ
エ
リ
ア
春
祭
り

日
４
月

２９
日
㈷
㈬

１２
時
か
ら

内
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
お
楽
し

み
抽
選
会
ほ
か

浦
町
Ｕ
エ
リ
ア
春
祭
り

担
当
・
青
柳

申
問
☎
７
９
２
・
０
０
４
３

◦
通
行
止
め
案
内

日
４
月

２９
日
㈷
㈬
８
時
～
２１
時

内
主
要
地
方
道
小
出
・
只
見
線
の

一
部
が
車
輌
通
行
止
め
と
な
り
ま

す
。
迂
回
路（
県
道
虫
野
・
小
出（
停
）

線
、
他
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 ◆
県
外
で
受
け
た
定
期
予
防

接
種
費
用
の
助
成

　

平
成

２７
年
４
月
１
日
以
降
、

新
潟
県
外
で
受
け
た
子
ど
も
の

定
期
予
防
接
種
費
用
を
自
己
負

担
し
た
保
護
者
に
、
そ
の
費
用

の
全
額
ま
た
は
一
部
を
助
成
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

事
前
に
確
認
や
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
助
成
を

希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず
接
種

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
定
期

予
防
接
種
の
対
象
と
な
る
子
ど

も
の
い
る
保
護
者
で
、
里
帰
り

出
産
等
の
た
め
新
潟
県
外
に
滞

在
し
、
子
ど
も
が
定
期
予
防
接

種
を
受
け
た
人

◦
助
成
額

　

実
際
に
支
払
っ
た
金
額
と
、

市
が
県
内
の
委
託
医
療
機
関
と
契

約
し
て
い
る
金
額
の
、
い
ず
れ
か

少
な
い
額

◦
手
続
き

【
実
施
依
頼
書
の
発
行
申
請
】

　

県
外
で
予
防
接
種
を
受
け
さ
せ

る
予
定
が
あ
り
助
成
を
希
望
す
る

人
は
、
事
前
に
「
予
防
接
種
実
施

依
頼
書
発
行
申
請
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
助
成
の
申
請
】

　

予
防
接
種
を
受
け
た
日
か
ら
６

か
月
以
内
に
「
予
防
接
種
助
成
金

交
付
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
持
参
す
る
も
の

　

予
防
接
種
助
成
金
交
付
申
請

書
、
医
療
機
関
が
発
行
す
る
領
収

書
（
原
本
）、
母
子
健
康
手
帳
の

予
防
接
種
記
録
の
ペ
ー
ジ
の
写

し
、
振
込
先
口
座
番
号
が
確
認
で

き
る
通
帳
等
の
写
し

 ◆
不
妊
治
療
費
助
成

　

市
で
は
、
不
妊
治
療
に
か
か

る
費
用
に
対
し
て
助
成
を
し
て

い
ま
す
。
治
療
を
開
始
し
、
助

成
の
申
請
を
考
え
て
い
る
人
は
、

制
度
の
説
明
等
を
し
ま
す
の
で
、

一
度
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
変
更
し

た
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
助
成
額
は
次
の
と
お
り

①
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
）
は
、
一
回
の

治
療
に
つ
き

１５
万
円
上
限
で
助

成（
新
潟
県
の
助
成
に
上
乗
せ
）

②
一
般
不
妊
治
療
（
医
師
が
認

め
た
治
療
で
、
前
記
に
該
当
し

な
い
治
療
）
は
、
一
年
度
一
回

５
万
円
上
限
で
助
成

③
助
成
は
①
と
②
の
両
方
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
新
規
対
象
は

４３
歳
未
満
に

　

平
成

２７
年
度
は
、
経
過
措
置

期
間
と
し
ま
す
の
で
、

４３
歳
以

上
で
申
請
を
予
定
し
て
い
た
人

は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
問
健
康
増
進
室
（
湯
之
谷
庁
舎
）
☎
７
９
２
・
９
７
６
３

県
外
で
受
け
た
定
期
予
防
接
種
費
用
の
助
成
・
不
妊
治
療
費
助
成

今
年
度
か
ら
制
度
を
変
更
し
ま
し
た

￥
１
、０
０
０
円
（
全
７
回
分
）

対
ど
な
た
で
も
申
守
門
公
民
館

☎
７
９
７
・
２
２
６
１

目
黒
邸
資
料
館
企
画
展

豪
農
目
黒
家
の
酒
造
り
展

４
月
２５
日
㈯
～
６
月
７
日
㈰

場
目
黒
邸
資
料
館
企
画
展
示
室

内
目
黒
家
の
酒
造
り
に
つ
い
て
、

　

市
指
定
文
化
財
「
目
黒
家
文
書
」
の
中
で

　

酒
造
り
に
関
わ
る
古
文
書
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

￥
大
人
２
０
０
円
・
子
ど
も
（
中
学
生
以
下
）
１
０
０
円

問
生
涯
学
習
課
☎
７
９
４
・
６
０
７
３

４／２５㊏
オープン！

目黒邸資料館
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４月 16 日～ 30 日 行事カレンダー
16 木 清心保育園であそぼう（10:00/ 清心保育園）

プラネタリウム定期投影（19:00/ 堀之内公民館）

17 金

人権なんでも相談・行政相談
（13:00 ～ 16:00/ 広神コミュニティセンター）

市立小出病院市民説明会（19:30/ 魚沼市地域
振興センター）

18 土

19 日

日曜窓口（8:30 ～ 12:00 小出庁舎）
日曜なんでも相談会・要予約

（8:30/ 市民相談センター）
囲碁将棋会総会・記念大会

（受付 9:00 から / 小出郷福祉センター）
リサイクルハウス（13:00～15:00/エコプラント隣）

20 月 市立小出病院市民説明会（19:30/ 広神コミュ
ニティセンター）

21 火 みんなあつまれげんきっこ（9:00/ 小出保育園）
22 水 市立小出病院市民説明会（19:30/ 堀之内公民館）

23 木 年金相談日（10:00～15:00/小出ボランティアセンター）
要予約　長岡年金事務所☎ 0258･88･0006

24 金

だっこでおはなし（10:30/ 小出郷図書館）
第１回農業委員会総会（13:30/ 広神庁舎）
市立小出病院市民説明会（19:30/ 小出ボラン
ティアセンター）

25 土 目黒邸資料館開館初日（9:00/ 目黒邸資料館）
ブックスタート（10:00/ 広神図書館）

26 日
27 月

28 火 議会報告会（19:00/ 入広瀬山菜会館、滝之又
バイタリティセンター）

29 水
議会報告会（15:00/ 井口公民館・新下生活改
善センター、18:30/ 干溝集落センターやまび
こ・東南地区稲荷コミュニティセンター）

30 木

子育て情報メール配信サービスをご利用ください　くわしい内容は「魚沼市ホームページトップ＞
子育て・教育＞子育て情報メール配信サービス開始」　Ｈ http://www.city.uonuma.niigata.jp/

乳幼児健診
種類 対象生年月日 期日 受付 会場

乳児（４か月児） 平成 27 年 1 月 21 日㈭
13:00

～
13:15

小出子育て
支援センター

1 歳６か月児
H25.10.1 ～ 10.16 13 日㈬

湯之谷保健
センターH25.10.17 ～ 10.31 20 日㈬

3 歳児 H24.4.2 ～ 4.30 27 日㈬
持母子健康手帳、問診票
・参加できない場合は事前にご連絡ください。
・感染症にり患、またはその疑いがある場合は、ご連絡
　のうえ、治癒してからお越しください。

小出子育て支援センターぱぴぷ  ☎ 792・6356
名称 日時 内容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど
ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 22 日㈮ 10:45～ 11:00 対 5 月生まれ

土曜開放日  毎週
土曜 9:00 ～ 11:30 広場を開放します

身長・体重計測 毎週月曜 9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:00

身長・体重計測
（栄養士同席）

11 日㈪
18 日㈪ 10:00 ～ 11:30 離乳食や食事の相

談ができます。

午後から閉館する場合があります。
詳細は「月のおたより」をご覧ください。

堀之内子育て支援センター　☎ 794・2158
名称 日時 内容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊びなど

わくわくタイム 月～金10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 19 日㈫ 10:45～11:00 対 5 月生まれ

身長・体重計測 19 日㈫  9:00 ～ 12:00

子育て支援センター5月 問健康増進室
☎ 792・9763

5月
児幼 健 診 等乳

離乳食講習会・１歳よちよち教室
事業名 対象（対象外でも可） 期日 受付 会場

離乳食講習会
ステップ１

H27 年 2 月生の
乳児の養育者

12 日
㈫ 9:30

～
9:45

小
出
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

離乳食講習会
ステップ２

H26 年 10 月生の
乳児の養育者

19 日
㈫

離乳食講習会
ステップ３

H26 年 7 月生の
乳児の養育者

25 日
㈪

13:30
～

13:45
１歳

よちよち教室
（親子遊び、
歯磨きなど）

平成 26 年 5 月生 26 日
㈫

9:15
～

9:30

持母子健康手帳

◎育児相談は、各会場で随時受け付けています。

すくすく広場（親子ふれあい広場）  ☎ 792・6356
会場 日時 内容

守門健康センター 8 日㈮ 10:00 ～ 11:00
こいのぼりで

遊ぼう入広瀬保健センター 15 日㈮ 10:00 ～ 11:00
お詫びと訂正：３月１０日号掲載の「４月実施乳幼児健診等」に誤
りがありました。お詫びして次のとおり訂正します。
１歳６か月児健診の開催日　　誤）１５日㈬　　正）２２日㈬
２歳児検診の開催日　　　　　誤）２２日㈬　　正）１５日㈬
離乳食講習会（ステップ 3）の開催時間　誤）9:30 ～ 9:45　　正）13:30 ～ 13:45

各
種
相
談
等

 ◆
あ
ん
し
ん
生
活
セ
ン
タ
ー

事
務
室
変
更
の
お
知
ら
せ

　

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
の
経
済

的
な
自
立
を
支
援
す
る
相
談
窓
口

を
、
昨
年
４
月
よ
り
市
役
所
小
出

庁
舎
内
に
開
設
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
月
か
ら
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
変
更
し
ま
す
。

　

変
更
後
も
引
き
続
き
面
談
を
通

じ
、
相
談
者
の
抱
え
て
い
る
課
題

の
整
理
・
分
析
を
行
い
、
相
談
者

 ◆
商
工
業
者
向
け
無
料
相
談
会

　

新
潟
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、

弁
護
士
に
よ
る
個
別
法
律
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
日
５
月

１４
日
㈭

１０
時
～

１２
時
場
小
出
商
工
会

内
相
談
は
１
件

３０
分
程
度
で
す
。

申
小
出
商
工
会
（
要
予
約
）

☎
７
９
２
・
２
１
２
４

と
共
に
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

問
あ
ん
し
ん
生
活
セ
ン
タ
ー
（
社

会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
７
９
２
・
８
１
８
１

 ◆
国
際
大
学
２
０
１
５
年
春

日
本
語
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

留
学
生
に
日
本
語
を
教
え
る
た

め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
す
。
日
本
語
学
習
の
初
級
教
科

書
と
し
て
一
般
に
よ
く
使
わ
れ
て

い
る
「
み
ん
な
の
日
本
語
」
の
ポ

イ
ン
ト
を
解
説
し
、
教
え
方
を
一

緒
に
考
え
ま
す
。

日
４
月
２５
日
、
５
月
９
・
２３
日
、
６

月
６
日
①
午
前
：

１０
時
～
１２
時

３０
分

②
午
後
：
１３
時

３０
分
～
１６
時
（
い
ず

れ
も
土
曜
日
、
全
８
回
）（
都
合
の

よ
い
日
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
）

場
国
際
大
学
（
南
魚
沼
市
国
際
町

７
７
７
番
地
）

￥
１
回
１
、０
０
０
円
（
コ
ピ
ー
代

含
む
午
前
、
午
後
合
わ
せ
て
２
、

０
０
０
円
）、
教
科
書
代
「
み
ん
な

の
日
本
語
初
級
Ⅱ
本
冊
第
２
版
」

ス
リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
定
価

２
、８
０
０
円
（
当
日
購
入
可
）

〆
各
開
講
日
の
３
日
前
ま
で

申
問
国
際
大
学
教
務
事
務
室
日

本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
・
高
橋

☎
０
２
５
・
７
７
９
・
１
４
９
８

Ｍjlp@
iuj.ac.jp

 ◆
う
お
ぬ
ま
森
の
学
校

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
目
立
講
習
会

日
４
月

２５
日
㈯
８
時

３０
分
～

１１
時

３０
分
（
雨
天
決
行
）

場
響
き
の
森
公
園
管
理
棟

内
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
整
備
や
ソ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
目
立
て

講
星
隆
市
さ
ん
（
新
潟
労
働
基
準

局
長
委
嘱
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
作

業
指
導
員
）

対
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
お
持
ち
の
人

持
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・

使
い
古
し
の
歯
ブ
ラ
シ
※
日
頃
手

入
れ
に
使
用
し
て
い
る
工
具
が
あ

れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

￥
無
料
定

１０
人
〆
４
月

２２
日
㈬　
　
　

他
申
し
込
み
が
三
人
以
下
の
場
合

は
中
止
と
な
り
ま
す
。
車
で
お
越

し
の
方
は
、
干
溝
側
駐
車
場
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
魚
沼
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
☎
７
９
２
・
１
３
３
６

℻
７
９
３
・
７
８
６
８

 ◆
倫
理
経
営
講
演
会

日
４
月
２１
日
㈫
開
場

１８
時
、
開
演

１８
時

３０
分
か
ら

場
南
魚
沼
市
民
会
館
（
南
魚
沼
市

六
日
町
８
６
５
番
地
）

①
事
業
体
験
報
告
：
演
「
清
掃
の

実
践
で
得
た
も
の
」
講
㈱
ア
ス
コ

代
表
取
役
・
小
倉
裕
美
さ
ん

②
講
演
会
：
演
「
こ
こ
に
活
路
あ

り
～
大
転
換
期
を
い
か
に
乗
り
き

る
か
～
」
講
一
般
社
団
法
人
倫

理
研
究
所
法
人
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
・
大
村
秀
明
さ
ん

￥
２
、０
０
０
円
（
軽
食
つ
き
）

〆
４
月

１７
日
㈮

申
問
魚
沼
倫
理
法
人
会
事
務
局

☎
７
９
２
・
９
８
３
７

℻
７
９
２
・
９
８
３
５

 ◆
２
０
１
５　
　
　
　
　
　

シ
ン
グ
ル
ズ
パ
ー
テ
ィ
ー

日
６
月
７
日
㈰
受
付

１０
時

４５
分
、

パ
ー
テ
ィ
ー

１１
時
～

１５
時

３０
分
頃

内
男
女
の
新
し
い
出
会
い
づ
く
り

の
た
め
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
（
軽
食

ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
）

場
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

（
湯
沢
町
）

対
独
身
の
男
女

・
男
性
…

２８
歳
以
上

４０
歳
以
下
の

魚
沼
市
、
南
魚
沼
市
、
湯
沢
町
、

十
日
町
市
、
津
南
町
在
住
者
ま
た

は
勤
務
者

・
女
性
…

２５
歳
以
上

４０
歳
以
下
の

国
内
在
住
者

定
男
性

３０
人
、
女
性

３０
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
し
、
後
日
結
果
を

郵
送
し
ま
す
）

￥
・
男
性
…
４
、０
０
０
円

・
女
性
…
２
、０
０
０
円

〆
５
月
７
日
㈭

申
雪
国
魚
沼
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

事
務
局
（
塩
沢
商
工
会
内
）

☎
０
２
５
・
７
８
２
・
１
６
５
３

 ◆
囲
碁
将
棋
会
総
会
及
び
記

念
大
会

日
４
月

１９
日
㈰
受
付
９
時
か
ら

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
総
会
終
了
後
、
記
念
大
会

・
囲
碁
の
部
、
将
棋
の
部
：
グ
ル
ー

プ
別
対
局
５
局
（
ス
イ
ス
方
式
）

対
ど
な
た
で
も

￥
１
、５
０
０
円
当
日
徴
収
（
年

会
費
昼
食
代
含
む
）

〆
４
月

１５
日
㈬

問
魚
沼
市
囲
碁
将
棋
会
・
渡
部

☎
７
９
２
・
３
２
５
８（
１３
時
～
１７
時
）

 ◆
社
交
ダ
ン
ス
を
踊
ろ
う

日
毎
週
水
曜
日

２０
時
～
２１
時

３０
分

場
守
門
庁
舎
３
階
３
０
１
会
議
室

内
社
交
ダ
ン
ス
の
練
習

対
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
大
歓
迎

で
す
）

講
大
久
保
敏
峰
さ
ん

定
１０
人
￥
月
３
、０
０
０
円

問
魚
沼
ソ
シ
ア
ル
ク
ラ
ブ
・
諸
橋

（
生
涯
学
習
連
絡
協
議
会
）

☎
０
８
０
・
５
４
０
９
・
５
５
５
９



きらり☆

             魚沼人
～ うおぬまびと ～

表
紙
の
写
真
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編
集
後
記

　

積
雪
期
で
も
只
見
線
の
列
車
が

良
く
見
え
る
Ｒ
２
５
２
沿
い
の
駐

車
場
。
鉄
橋
を
渡
る
列
車
が
き
れ

い
な
絶
好
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
で

す
。列
車
の
撮
影
は
一
瞬
が
勝
負
。

ポ
イ
ン
ト
を
過
ぎ
る
の
は
、
わ
ず

か
数
秒
で
す
。
撮
影
班
３
名
で
、

そ
の
瞬
間
を
逃
す
ま
い
と
必
死
に

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
ま
し
た
。

次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、４月２４日（金）です。

渡辺 隆さん
　

北
陸
新
幹
線
の
開
業
に
よ
り
、

脚
光
を
浴
び
る
金
沢
駅
。
駅
前
に

は
、
伝
統
芸
能
に
使
わ
れ
る
鼓
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
高
さ

１４
ｍ
の
「
鼓

門
」
が
そ
び
え
立
ち
、
多
く
の
観

光
客
は
そ
の
大
き
さ
と
複
雑
な
造

形
を
食
い
入
る
よ
う
に
眺
め
ま
す
。

　

今
か
ら
遡
る
こ
と

１２
年
前
。
魚

沼
市
堀
之
内
の
渡
辺
建
具
に
「
鼓

門
を
建
築
す
る
に
当
た
っ
て
、
組

み
立
て
の
順
番
な
ど
を
確
認
し
た

い
。

１０
分
の
１
の
模
型
を
作
っ
て

欲
し
い
。」
と
鼓
門
の
模
型
制
作
の

話
が
舞
い
込
み
ま
す
。
普
段
は
建

具
や
家
具
な
ど
を
製
造
し
て
い
る

渡
辺
建
具
に
と
っ
て
は
未
知
の
分

野
で
し
た
が
、「
何
か
得
る
も
の
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
り
あ
え

ず
や
っ
て
み
よ
う
。」
と
社
長
の
渡

辺
隆
さ
ん
は
こ
の
仕
事
を
受
け
ま

す
。

　

数
日
後
、
業
者
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
設
計
書
。
そ
こ
に
は
斬
新
で

複
雑
な
鼓
門
の
デ
ザ
イ
ン
が
描
か

れ
て
い
ま
し
た
。「
垂
直
と
水
平
が

一
か
所
も
な
い
。
ね
じ
れ
た
足
場

や
波
打
っ
た
屋
根
。
設
計
書
を
理

解
す
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
ね
。」

渡
辺
さ
ん
は
頭
を
抱
え
ま
し
た
が
、

従
業
員
の
滝
沢
隆
さ
ん
を
中
心
に

社
内
一
丸
と
な
っ
て
制
作
の
日
々

が
始
ま
り
ま
す
。「
無
我
夢
中
で

制
作
し
ま
し
た
。
難
し
か
っ
た
分
、

楽
し
か
っ
た
。」
と
滝
沢
さ
ん
は
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。
制
作
開
始

か
ら
２
か
月
後
。
つ
い
に
模
型
は

完
成
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
模
型

は
、
２
年
後
の
本
体
工
事
を
す
る

に
当
た
っ
て
の
貴
重
な
資
料
と
な

り
ま
し
た
。

　
「
こ
の
仕
事
を
通
じ
み
ん
な
が
一

つ
に
な
れ
た
。
や
っ
て
よ
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
木
で
地
域
に
貢
献
で

き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、何
で
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
。」
と
渡
辺

さ
ん
は
語
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
金

沢
を
訪
れ
た
際
は
、
こ
の
素
晴
ら

し
い
模
型
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

滝沢 隆さん

金沢駅前の地下広場に展示されている模型

大塚 正由 さん

　永年にわたり小出町議
会議員及び小出町議会副
議長として在職し、優れ
た英知と政治判断で、小
出町の進展と住民生活の
向上に貢献されました。

永
年
の
功
績
を
讃
え
て

　

大
塚
正
由
さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

市
報
ク
イ
ズ

ＱＡ

①
１
５
０
万
円

②
４
２
０
万
円

③
６
４
０
万
円

平
成

２７
年
度
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域
資

源
を
活
用
し
た
産
業
お
こ
し
」
で
「
地
産
地

消
推
進
事
業
」
の
予
算
額
は
？  

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分
図
書
カ
ー

ド
」
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
答
え
と
市
報

の
感
想
等
を
お
書
き
の
う
え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
４
月

２４

日
㈮
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

中
川
太
一
副
市
長
　
逝
去

　

中
川
太
一
副
市
長
が
３
月

１５
日
に
心
不
全
の
た
め
逝
去

し
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。

28市報うおぬま　2015.4.10 　

　重点「道の駅」制度は、道の駅を地域活性化の拠点
や地方の成長戦略の強力なツールとして重点的に応援
する国の取り組みです。この度、新潟県より魚沼市、
見附市、南魚沼市の３駅が重点「道の駅」の候補に選
定され、選定証の授与式が行われました。

　この授与式に合わせ、魚
沼手焼きせんべいの試食販
売コーナーも新設しました。
Ｒ２５２の要所として、今
後の可能性が期待されます。

道の駅いりひろせが重点「道の駅」　　　　　
　　　　の候補に選定されました

問北部振興事務所 ☎７９７－２３６０

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   koho@city.uonuma.niigata.jp
　※メールアドレスが変わりました

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　

前
回
の
正
解
は
、「
③

１０
頭
」
で
し
た
。
当
選
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

鈴
木
キ
ク
ノ　

さ
ん

　

伊
倉　

x

京
子　

さ
ん

　

阿
部　

和
英　

さ
ん

　

阿
達　

太
誠　

さ
ん

　

大
平　

祐
貴　

さ
ん

　

今
号
が
最
後
の
編
集
と
な
り
ま

し
た
。
現
場
で
取
材
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
４
年
間
、
取

材
と
締
め
切
り
に
追
わ
れ
る
日
々

で
し
た
が
、「
表
紙
の
写
真
い
い

ね
」
と
か
「
記
事
見
た
よ
」
と
皆

さ
ん
か
ら
言
っ
て
い
た
だ
い
た
事

が
幸
せ
で
し
た
。
新
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
新
し
く

な
っ
た
広
報
を
こ
れ
か
ら
も
応
援

お
願
い
し
ま
す
。（
Ｔ
）

人口 うち外国人 増減
男 18,980 33 -10
女 19,870 145 -18
計 38,850 178 -28

世帯数 13,437 -3

人口と世帯数（Ｈ２７．３．１）

本田　敎重　　堀之内稲荷町　９８歳
丸山　ネン　　下町一　　　９３歳
丸山満歳美　　住吉町　　　９０歳
磯部　徳二　　竜光二　　　９１歳
井上　由永　　舟山　　　　９３歳
鈴木　ハナ　　魚野地　　１０９歳
清水　ヨ子　　浦町七　　　９３歳
小幡　正雄　　四番町五　　９４歳
富永　義治　　虫野　　　　８７歳
岡部　和子　　青島下　　　７８歳
櫻井　和子　　青島中　　　８９歳
小島マスイ　　岡新田　　　８７歳
渡部　喜一　　吉田　　　　８６歳
星　　サイ　　蓑和田　　　８６歳
星　マツ井　　湯中居　　　９２歳
櫻井　ソノ　　大湯温泉　　８３歳
佐藤ミツエ　　和田　　　　８０歳
星野　虎二　　中家　　　　８７歳
星野　静枝　　中島　　　　７１歳
佐藤　サダ　　三渕沢　　　９６歳
酒井　平一　　赤土　　　　８８歳
大桃ケサヨ　　渋川　　　　８５歳
穴沢　久治　　東野名　　　８９歳

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

皆川　太
た い し

志　勇人・ 早矢香　堀之内教員住宅
佐藤　望

み ゆ

結　孝郁・歩美　　　下倉
関　ひら莉

り

　善博・亜紀子　　本村  
関矢　陽

ひ な

菜　悠希・真理子　若葉町  
森山　晴

はるひと

仁　真也・希　　　沢田四  
羽賀　　潤

じゅん

　裕介・瑞枝　　　佐梨
泉田　永

の あ

愛　友之・祐樹　大河原二  
井口　倖

こうすけ

介　泰暁・典子　　　向山  
井川　　雅

みやび

　貴章・詩織　　青島東 
武藤　葉

は な

奈　陽介・真理子　　虫野
森山　和

わ こ

心　剛・和美　　　　井口
瀬下　柚

ゆ め

芽　祐介・めぐみ　七日市
櫻井　風

ふ う か

花　俊也・ 照代　　　新保
坂本光

こ う た ろ う

汰朗　良太・由紀子　　押切
松尾　小

こ は る

春　茂樹・夏紀　　　横根  

※届出いただくときに、同意
のあった方を掲載しています。

（２月２２日～３月２０日届出分）ひとのうごき
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お詫びと訂正
　市報３月１０日号に掲載の

「ごめいふくをお祈りいたしま
す」に誤りがありました。お詫
びして次のとおり訂正します。
誤）星野　正道　　立　７７歳
正）星野　正美　　立　７７歳
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魚
沼
っ
子

がんばる
こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
１
０
０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

期
待

番
ば ん ば

場　楓
かえで

さん
№

８
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キ
ラ
リ
と
光
る
小
さ
な
ス
イ
マ
ー

　

寿
和
温
泉
プ
ー
ル
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
に
通
う
６
歳
の
番
場
楓
さ
ん
。
生

後
６
か
月
で
水
泳
を
始
め
、
今
で
は
小
中

学
生
に
混
じ
り
、
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
８
月
に
は
、
園
児
で
柏
崎
選
手
権
水

泳
競
大
会
の
小
学
生
低
学
年
の
部
に
出

場
し
、
な
ん
と
５
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。コ
ー
チ
も「
水
の
と
ら
え
方
が
う
ま
い
。

セ
ン
ス
が
あ
る
。」と
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

こ
の
春
か
ら
小
学
校
に
入
学
。
こ
れ
か
ら

の
楓
さ
ん
泳
ぎ
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

児童絵画 今
月
は
須
原
小
学
校
の
児
童
の
作
品
で
す

№

123

「そろばん」
４年  多 田  伊 吹  さん

「ゆきだるま」
１年  酒 井  琥 鉄  さん

no.123ミニミニクッキング！
Good!

　桜ごはん（主食）

①米ともち米は合わせて洗い、ざるに上げて水気を
　切り３０分ほどおく。
②桜の花は、飾り用の４こを水洗いして水気を切り、
　残りは茎とガクを取って花びらをバラバラにする。
③①、水、赤梅酢を合わせて炊き、ボウルなどに移
　して粗熱をとる。
④③にバラバラにした桜の花を混ぜ、器に盛り、飾
　り用の桜の花を添える。
☆俵ににぎり、塩漬けの桜の葉で巻いてもよい。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会
エネルギー　384kcal　　たんぱく質　6.6 ｇ

脂質　1.0 ｇ　　炭水化物　83.3 ｇ　　塩分　1.7 ｇ

  ＜塩分のめやす＞ 2015 年版の食事摂取基準（健康の維持・

増進のための必要なエネルギーや栄養素の量などのめやす）で

は。成人の男性：８ｇ未満、女性：７ｇ未満とされています。

1 食あたり約 2.5 ｇです。

米　　　　　１ ．５カップ
もち米　　　０ ．５カップ
水　　　　　　　２カップ

赤梅酢　　　　大さじ２
桜の花の塩漬け　１２こ
　　　

材料（４人分）


